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説明中の小林先生

Ⅱ
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子供達でいっぱいの小児科
柿田先生・吉村研修生

手術巾の矢柵先生（皮間科）

毒
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診察中の白日研修生

上木先生（むこう側後姿〕
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船上より速く石垣間を望む

中央の柵地が{ﾉﾄ原|Aｌ

診壷団員22名（於伊原間''１．､}z'､佼仮診療所〕
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古す。パイン ア ッ プ ル を 主 産 雛 とする農業地帯で、折悪しく艇蕊

会長宮崎郎

去る７月、我が熱諾医学研究会としては最初の診療団を沖籍へ

派遣しました。 沖 緬 は 昨 年 の 夏 期八遮山群島調在団に次いで２庇

》
桑 目ではありますが、このたびは診 療を、という事で何かと不慣れ

》
“
屯

た点もあり、団員の諸君も実現迄いろいろ苦労したようです。そ

のかいあって、′!､林団長の指導のもとに、現地石垣島での診療を

無事終え、全島..‘:身気に帰ってきましたｃ

このたびの 診娠の中心地となった石垣島伊原間一雑（蕊石垣）

は戦後宮古島や 沖 篭 本 島 な ど か ら 入殖してできた開拓部落であり

まえがき

期であったにもかかわらず、数多くの受診者を迎え、診療団とし

ても少なからず 現 地 の 人 点 の お 役 に立てた事はまことに喜ばしい

事であります。 猛 暑 の 折 、 禰 火 の 困難にも屈せず、診搬や研究に

召
壷

励まれた診療団 員 各 位 に 心 か ら の 敬意を表するとともに、診療団

派遣に際し一方ならぬ御協力と御援助を賜わりました学内、外の
』
壱
』

関係各･位に厚くお礼申し上げます｡

（祢生虫学敬授）
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1.派遣計画・趣旨

九ｊＩ↓I大学医学部熱柵医学研究会唯:１９６生年熱帯医学の研究、海外への柵査問派巡、各国と

の学術交流締にJ:り医学の発展に瀞与し人鋲に貢献する瓢を目的として結成されました。ユ９

６５年'７月には雛１回学術細迩団を:奄美大島に送り寄生虫、赤痢、世性換Ｍ１聯について多大の

成果を収めてまいりました。更にユ９６６年７月には第二段階として我為の可能な範囲で最も

熱帯に近い場所として、沖縄八重山群島を選び、一昨年の成果を韮として綱査団を派通した結

果、ハンセン氏病、結核、広東住L血線虫等の研究需査を行なうと同時に現地の医療事併をいろ

いろ見聞きした結果、沖縄の学問的興味もさることながら、医療の必要性を捕感して帰りまし

た。そこでユ９６'7年度には九州大学医学部同窓会の後援を得て従来の研究調姦を更に発展さ

せていくと共に新たに診縦をも行たいたいと思っており童す。そしてこれが沖綱八重山群島の

医学ならびに医擦術生の発展改善に何らかの形で寄与する瓢が出来ることを希離しております。

届
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2.診療団員柵成・目的

FII長小林誠（九州大学舘一内科舗師〕

医師；仙醐浩司（小児科職師）

矢怖敬（皮間科緋師）

上木良輔（第一内科大学院）

実地修練生吉村他浦

臼,日簡歩

学生渡辺喜一郎（６年学生団長）

西岡三蝶（６年渉外），鄭

九施（６年写真），川野

僧之（５年渉外），

柵胆淳一郎（５年記

録），野田芳嘘（５

年合計），木戸蛸

彦（５年装棚），石

原昌油（５年装侭）

，関、宗準（当年

） ， 瀬 冶 頚

（生年），玉田

隙一郎（生年写真）

角田克子（４年

）

公衆術生砺縦学生

吉田美枝子，野口和枝」

平卿俊子，洲水lrh美子
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目的地

沖総八重山群胤石垣島（石垣市〕

伊原佃部落周辺

目的′

ユ,診療部門

（ﾕ約科一殻診療

及び一銭検壷

(2)j､児科一般診旅

（３）皮胸科一般診療

2,研究部門

（..)リケッチア及び

レプトスピラに

関す為澗査

(2)寄生虫及び帯生

虫痛

(3)術生動物に関す

る調査

路
』

可

5,衛生知識の普及．

並びに医療施設の．見学

鱗淡会、映画、スライド

ﾕ９日(水） 宿舎設営

本隊「第一かいもん_lにて

鹿児島発

先発隊般終打ち合せ

本隊那覇蒲直ちに石垣

へ向う

本職石垣ﾝｉｆ先発隊と合

流

診旅所股営説明会

診縦開始午後乳児クリニ

ック映画会

診搬

〃映画会

診派

〃

〃，j､児科一乳剛§団健

診（於八亜上1,保健所）

診 燕 夕 食 会

2ｏ日(木）

2411(ﾉ]）

B５日（火）

２６日（水）

２７日（木）

B８日(金）

Ｚユ日(金）

3.診搬剛行動記録

７月９日(生).1壮行会(於医学部恵愛団

ﾎーゾﾚ).．

ユユロ（火）先発隊鹿児島発

ユ２日（水）ｉ輝着

ユ５日（木）挨拶廻り、交渉

ユ4日（金）那覇発・・

ユ５日(土）石垣藩挨拶廻り

ユ６日（日）

ユワ日（月）設営準備

ユ８日(火）〃

２２日(土）

２３日（日）
..'塁

』
■

B９日(土）
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4.診療日誌

７月ユユ日（火）先発隊鹿児鳥出航

「おとひめ丸」出航予定時正午を過ぎても

来るはずのＭ４渡辺、西間両隊貝が港に現わ

れない。先に上船した我,!《４人やきもきする

事一時間余り。正午をユ５分すぎて両氏タク

シーでかけつけた。既にタラップの上げてあ

る語に出国手続も催どほどにかろうじて上船

、例によって鉛が運れたからいい緬画なもの

の万が〒定刻に出航していたら「船はでてゆ
くテープは残る。．…」になりかねない。何

でも列車が事故で遅れたとか。ともかく研修

生吉:桃Ｍ４・渡辺、西側Ｍ３石原、木戸、

福重の先発隊６人無事船上の人となった。

３０日（日）診縦午後伊原間中学学童

蕊団健診映画会夕食会

璽日（月）石垣島見学

講演会（於石垣市文教会

伽）

B月ユ日（火）石垣雛

２日（水）那覇着挨拶廻り

３日（木）午前中木島見学

午後那蛎発

４日（金）鹿児島蒲直ちに博多へ

博多着午後ｴﾕ時２０分

'７月ユ３日（木）挨拶廻り、交渉

８時３０分起床、その前に熱研先輩で沖蕊

出身の西平氏より電話がある。現在中部病院

でインターン中、非常に多忙で逢う暇もない

との事、頑張っておられるらしい。

那灘で開業しておられあ先雛の喜屋武、宮

城両先生を訪門する。馨屋武先生は前日遅く

までお仕事とかで逢えず。宮城先生はお忙し

い中時間をさいて下さり那蛎在住の九大先輩

の開業医の先生方から診療団への援助を引受

けるの旨伺がい一同感謝する。

再び琉球海運へでかけ別送品の税関手続を

終え託送に切換え、手荷物も同時に発送する

事に決定。鉛便の確認の為泊港に行った扉

予定の船が一日遅れるとの事で本隊のスケジ

ュールを組み直しその旨禰岡へ琉球新報を通

じて連絡する。文字通りの〕卿晴西走で、安い

はずの車代も塵もつもれば何とやらだ。夜は

西平氏の御両親を訪ね、お話をうかがったり

御馳走になったり。

Ｐ
事

皇
曇

ﾌﾟ血濡の借出についての交渉、手続。

とっくに石垣に蒲いているものとばかり思

っていた別送の荷物がちゃんと那蕊港の税関

においてあるのに驚きあわてて琉球海運へ行

く。鍵里総務部提、知念脈長の肝lういだやつ

とカダがつく。我☆の乗る那珊丸で運んでく
ぴ醒

れるとの事『、

［
■
ざ

７月ユ２日（水）先発隊那珊茄

西間、石原両氏の船酔いも大した事なく全

員無事那塞港におりたつ。沖細の夏は相変ら

ずだ。早速宿舎の海員会館ホテルへ。直ちに

仕事をばじめる。先ず全員で琉球新報へ挨拶

にゆき、親泊総務部長に多くの右益な御忠告

をいただく。その足で厚生局へ出向き、葉務

課、医務課等で医師免許や蕊品の持込感、ハ

ゴ
ロ
雪
己

ワ月ユ些日（金）先発隊那覇発
･･０・菩

宮減先生､琉球新報､琉球海運等との最終

打ち合せを済玄せ辿絶要員に石原（Ｍ３）を

残し先発隊５名は泊港発午後ｓ時の「那覇丸

』に上船。

出試前に折良く那珊滞徹中の万垣市長に会

－４－



‘７月ユ６日（日）、

日暇の為,t蝉は出来ず我をも休蝋日とずる

事に決定、自由行動とする。渡辺（Ｍ４）棉

攻（Ｍら）は竹富島へ、吉村（洲修生）、西

川（Ｍ斗）、木戸（Ｍ３）紘近･くの海搾へ泳

ぎにでかける。

夜ミーテイン久今後の我女の仕馴につい

て検討する。

（附）本日渡辺（Ｍ今）隊負の腿生日通あ蕊

う｡

船はかなり謡湿る。船室でウトウトしてい

た渡辺（斑斗）と福重(Ｍｓ）窓から何らの

コトワリなくはいってきた海水にピシヨヌレ
ら ● ■ ■

、誰に怒り様もな(』､。

７月ユ５日（±）先発隊石垣ﾗ濠挨拶廻り

午前ユユ時５０分石垣蒲

市助役若山氏やここの開業医で九大先難の宮

良先生の臭様の出迎えをうけて石垣島にお

りたつ、南の島陰いつものたたず常いながら

あちこちに近代化の息吹を感じさせる。

早速市役所でスケジュールの打ち合せなし

午前中に八重山病院、八重山保雌所などへの

挨拶廻りを終える。当分の間の宿舎を石垣ユ

ースホステルに決め、午後２時１５分船荷お

ろしに立会い荷物の碗聴、目下の所異術なL・

八重山毎日新聞社へ出かけ琉球新報への辿

絡を依頼する。仕事を終え久しぶりに畳の上

で休憩。

夜９時宮良長和先生宅を訪門、皆ゆっくり

くつろぎ例によって厚かましく,何でも頂いた。

'７月ユ８日（火）設営準備

伊原間の部落会長松竹厳氏を訪門。今後の

協力を依護する。彼独特の人なつっこい笑顔

で「よろしくお願いします」との鞭。

渡辺（Ｍ４）福重（Ｍ３）は平久保半勘の

先端平野部落迄挨拶に出向く。

診療日程で皆頭を痛めているが、結局大城

さんの管雌区域に野底地区を加え、部落単位

で期日を指定する事に決定。早速市役所を通

じて各部落に連絡する率にする。

灸事の件に関して伊原間中の給金施設を使

用させてもらうべく石垣信政校畏に而会する

。我を先発隊の伊原間での昼食は相変らずユ５

セントのそば一杯である。他に食物がないの

だから致し方ない。

■
】

■

弓

診旅地である伊原間に移す。伊原間で久しぶ

りに駐在公看の大域さんに会う。相変らず元

気で大張りきりだ。診療所、宿泊所の設営の

為八重山病院伊原間出吸所、伊原間公民館、

伊原間中学校等を見学検討の結果、伊原間中

を診綴所として使用す為耶に決定、楕舎は３

ケ所位に分宿する事になりそうだ。

ワ月ユ９日（水）伊原間にて

八重出病院伊原間医官宿舎を診療団の宿舎

として使わぜてもらう部になったが、なにし

ろ今迄誰も住んでいなかったせいかネズミ族

の'仕業とみえる大穴が雌のあちこちにあり少

左の穴はがまんするとしても使える抵は数少

ない。結局暑い中、伊原間中より艇５枚借り

てくる躯となり木戸（Ｍ３）はリヤカーで拙

巡び。

残った我をトインやパスをはじめ押入れそ

の他の大掃除。先発隊が剛雑巾がけ側の爽餓

に
､凸争1

』
弓
色

７月ユマ日（月）設営準･備

午前８時半、市の消掃車で薬品、器具顕な

－５－



９
Ｊ

中とは今頃「第一かいぢん」に乗っているは

寺の本隊の面女想像もしていない事だろう。

医薬品も一応宿舎に運び今日はこれでおしま

い。！!少し位風が吹かないかなあ、とは本隊

の令苓シ’奴を見たい先発隊いじわる誌氏の

弁。

マ月２０日（木）.本隊那覇着直ちに石垣へ

向う。

昨夜来海は荒れる事なく全員船酔せず、船

中で偶然一緒になった久留米大学麹阻診療団

の人火といらいら語り又教えてもらう。

午後２時那珊入港。ここで又例の手統に時

間がかかり上陸したのは３時４０分。一安心

と思いきやこれからが大騒ぎ、というのは明

日出航予定の「洲珊丸」力§本日午後５時出航

に変災との知らせ、全員慌てて荷物を泊港へ

運んだが一時は車がいつこうっか堂らずいら

いら。

那覇での打合せ、その他の交渉も短時間に

大患ぎですませ陸上２時間にして５時半には

又全負船上へ。琉球海運の御好意で我なの為

にサロンを開放してもらい、出航したのは午

後６時ユ０分、これで博多をでてＳ日目には

もう石垣という釈だ。何という慌ただしさ、

海が荒れないのが幸いだ。‐

甲月ユ９日（水）本隊博多発

小林団長はじめ本隊のユ６名ＮＨＫ、ＲＫ

Ｂの取材班や西日本新聞社民生事業団、琉球

新報福岡支局の方女の見送りをうけ、午前８

時４０分「雛一かいもん」にて博多を出発。

昨年から蝋伽なはじめようやく出発にまでこ

ぎつけたがこれからが本香遥やや皆緊張気

味到

午後２時過ぎ、鹿児島到着全員荷物を手

分けして税関へ迎ぶ。検疫は５時からだ。４

時半には全員が出国手読を終了。パスポート

の遅れていた清水嬢（公看学生）もやつと鹿

児島で手にはいり一安心。

６時３０分「おとひめ丸」鹿児島出航。海

ばひどく静かだ。船にはじめての人もこれな

ら喪心だ。

戸

【亀

休の見通しがついた脳じだ。明日は伊原間中

に診療所股削の予定。これが又大‘“尋だろう。

甲Ｊ]211.1（金）先発隊、本隊'と合流

帆斬11Wを･承て雌いた。明日到満するはず

の「那覇丸」が「本日９時５．０．分入港予定」

となっている。すぐに琉球海運べ出かけ承社

への照会北依頼、返事を待つ雷でもなく市役‘

所に「本隊まも加く石垣着」との連綿がはい

る。

あわてて港へ出向くと既にもう鉛は岸壁に

藩いて皆のにこにこ顔が詮える６期待に反し

て誰もまいっていないらしい。早速皆を休憩

場所の旅館へ。

今１日鯵概所な股営する予定の先発隊渡辺

ｖ月月０日（木）先発隊最終打ち合せ

八重山保健所、同病院より借用の器具類を

受取りにゆく。その足で伊原間へゆき診療日

程に関する峨終打ち合せを終える。

食躯の件については伊原間中の給食壷を使

わせていただき、給食録の露人のおばさんも

手伝って下さるとの事。我々もこれで一安心

、なにしろ食物の事で後からくる本隊の連中

にうらま；れては恐いから。期間中の衛生教育

その他の映面の為の映写機の件については明

日石垣中へ受取りにゆく事になる。やつと大

『
ｊ
二

『
や
二
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ワ月２２日（土）診猟所般営

今日の“Iは特別に我らが誇る女性軍に腕

をふるってもらう鞭になったが朝食の感じで

ば満更捨てたものでもない。

早速診療所の股営にとりかかる。薬品を迎

んだりベッドを迎んだりことでは専らリヤカ

ーの活豪する所となる。正午すぎには八重:山

病院から遠心器や顕微鏡も届いて「受付」

「薬局」「検交室」「小児科」「皮膚科」

「内科」の各寵が雛つたのは５時すぎ、後は

自由時間、皆早速すぐ近くの海岸へいって泳

いだり貝を拾ったり論西間（Ｍ今）鄭（Ｍ４）

ば山へ行き後からきた本隊の為にパイン６，個

をもらってきてず‐ずソ代をうかす。

さて現日からいよいよ診療だ。各女の役謝り

を確認する。夜は公民館で映画の予定だった

が映埠機故陳の為診州や栄穣診断に関する脱

明会に変更。明日は一体どれ位の受診者がく

るのだろうか。数がつかめなくてちょっと不

安だ。

（Ｍ牛）福煎（Ｍ３）は再び伊原間へゆき本

隊到若の旨知らせると共に現地の人と最後の

打ち合せをし設営は明日全員で行う事に変更

し、今日中に全員伊原間に移る事にする。、

夕方７時より伊原間へ移勤開始ｂ十六夜の

月は海面にゆらゆらと一筋の喬をかけきれい

だが道肇の悪いのには玄いった。ホコリにま

難れガタゴト揺れる歌一時間余り大城さんや

土地の人盗の出迎えを受けて全員無頚到縦

皆案ﾀI､壌境が良さそうなので安心したらしい

。ミーティングを終え例の医官宿舎、保fE所

、公民館に分橘いよいよ伊原間での第一夜

だ。鉦の上のゴロ渡には皆マィギキ率だろう

が玄あゼイタクは言えたもので憾太い。

γ月月３日（日）診維州始

診療第一日目、８時より受付を始める。受

拭予診室は西間（Ｍ４．）、鄭（Ｍ４）に浦

水、畷口の両公看学生それに当地公看の大城

さんを加え、検査室は瀬を、玉田、関、角田

のＭ２にＭ３の川野石原、野田、木戸、福

重加えて逝些渡辺のメンバーでスタート。最

初はまばらの人もユ０時を過ぎ為と検査室は

満負で検尿に採血、検血と大童である。おま

けに検尿コップや試験符洗い迄だから大変だ

。メランジュールの方はなおさら、ちょっ

と油断していろとたちまち需要と供給のアン

バランスをきたす。

午後は小児科穂田先生の乳児クリニックが

あり教室は赤ん坊で一杯だ。

そうこうする内に第一日目はまず大した問

題もなく終了。ミーティングをして食事した

のは午後８時過ぎ。映画係は９時よりの上映

に備えてこれ又忙しい。沢山の子･供を集あて

の映両会･お韓やげの風船もひっぱりたこだ

。「海つ子山つ子」や「動物園日鮭」など大

喜びの子供達とは反対に汗だくのにわか映写

技師途ごぐろうさん！

■
』

直
『

ﾜﾉ１２４日（月）

予診室今応援の為木戸（Ｍ３）を萱わし第

月日目は順調なすべりだし。検燕室も昨日と

迷って慣れてきたせいかややスムーズな運び

である。それにつけても内科、小児科系は相

変らず受診者で一杯で先生方はじめ請護婦役

の平泳吉田両嬢も休む暇もたい状態だ。お

ホげに述日のこの嬬さ、通い昼食も汗をタラ

"･ラ流しながら取る様な始末である。

検尿係りの角田裳（Ｍ１）、決っていう言

蕊が「あの一、す詮ませんオシツコをこの．

》
串
一
』
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につい炊熟すぎて渡辺、木戸、禰載の三氏沈

没、大諏なだして「安里屋ユンタ」「汗水鋤

などを謡っている。「どうして寝たか‘憶えて

いない」とは翌朔の弁。

ツプにこの辺鮎で」。お蔭で皆にたてまつら

れた｡』少.ナがｒｍＨａｍ」。

'７月９５日（火）

今日は又大鱗偶だ。締切りの正午な過ぎて

も受付は磯だ人だかりがしていふ。隣村から

の差入れのパインもゆっくり味っている暇も

ない。検迩室も大雷闘、検尿コップもメラン

ジユールも洗う方が追いつかない。

どうやら全員終了したのはもう‘7時も大分

すぎてか.ら。ミーティングを兼ねての食事ば

校庭の片隅の芝生の上で、一日の仕砺を終え

て食欲は服んだが映而係りは食蛎も落荊いて

できない。今|号lも９時よりの_蝕だ。「お姉

さんと一緒」、「陽気な王国」など擬変らず

多くの人を集めている。一方宿舎ではあちこ

ちでうたた渡の人を見かけ渦。８日目ともな

り旅の疲れとも亜次ってさすがに皆少点まい

ってしまったらしい。なるべく夜ふかしをし

ない様にしなければならないたと思う。

ワ月月７日（木）

いつも早起きの浦水域の「急忠」の知らせ

で小林先生に起きてもらう。午前６時ｂ

使いの人の話によるとここからｓ０分位か

かる平野部落らしい。患者はｓｏ才台の婦人

で出血が止まらないとか。Ⅲエクトピーかな’

などと楯しながらひとまず止血剤その他の薬

品、往診器具を地価して小林先生はオートバ

イの後ろに乗っていざ出発という次第早朝

から本当に御苦労様。

今日も受診者は多い。バスがくるたびに空

になりかけた予診室は又一杯になる。午前ﾕｏ

時小林先生が往診から帰られる。やはりⅢエ

クトピーmだったとの事。

午後停電で盤い中扇風機も肋かない。先生

方は大変だったが、映画係りは今晩上映中止

で暇になる。隣家から借りたランプは案外に

明るく宿舎は山小屋の感あって皆ものめずら

しげだが''1には戦前派もいる聯とてランプの

ホヤ鍬がき未どからはじまりひとしきり昔話

に花が咲く。

■■■

▼

７月２６日（水）

昨日に比べ為と今日は少ない。今日

のパインの麓入れはゆっくり味わえそうだ。

検壷室も余裕ができ時折予診室へも手伝いに

ゆく。一家族ワー８人まとめての予診取り催

諾率的ではある力３頭が混乱してしまう。４日

目ともなって皆も要領を飲欺こんだと尋えて

５時すぎに妹全員終了。今日は映而会もお休

恐ではあるが寄生虫卵検査は夜やらなければ

ならない。

つい夜暇ができたばかりに近くの民家に蛇

皮線を聞きに行った渡辺、西間（Ｍ4.），木

戸、福正、石原、川野（Ｍ３）振抑われた泡

嘘を民謡など'１Nきながらいい気分で飲むうち

■四

国
固
●

７月Ｚ８日（金）

小児科の植田先生は昨晩より八重山保健所

へ出張されて石垣市街区の乳児集団検診伊

原間は小児科休診という事になる。そのせい

か受診者ぱ以外と少なく珍しく５時以前に終

了してし寵った。訂守役を磯して皆は久しぶ

りに海水浴、疲れも忘れて難しそうである。

郡（Ｍ‘ｌ）柵亜（:Ｍ３）の今日の映画係りは

－３－



７月２９日（土）

昨日と異なり朝食中に既に受付にはもう人

だかりが出来ていあ。診療もそるそる終りに

近づいたが餓後迄頑狼ろう１

夕方７時から我々の為に各部落の人‘きが夕

食会を震いて下さるとの事だったが例によっ

て診疲が終ったのは８時をすぎていた。急い

で後始末をすませ会場の公民館へ。泡臓にこ

りている諸氏は専らコーラやジュースを愛用

・顔だけ人の分迄失敬していた様だ。舞台の

上では土地の人の琉球舞踊や民謡に混じり西

間氏（Ｍｨ.）のⅢ炭坑節１１もうけている。子

供から大人迄土地の人は皆芸達者だ。

散会後三Ａ五を近くの海岸へ砂浜に寝こ

ろんで波の音や流乱ゆく星､遅い月の出を楽

し匙''福岡から:1.500k皿以上も離れていあ

なんて。｡…１１などと語り合う。

車でｓｏ分位かかる野底へ出眼。いささかゴ

キゲンの悪い映写機をなだめすかして終った

のはユユ時頃、今までと違って野外映写会は

涼しくて心地良かつたが途中でのにわか雨に

はこまってしｆった。傘をさしての映画会な

ど我倉にば前代未開だが子供達の笑い声を開

いて箔とやる方も張り合いがある。一方伊原

間では栄講鯵断のアンケートをまとめたり虫

卵検変をやったり。

先生方は今夜も遅く迄異常所見のあった

個倉の人に対しての今後の指導や治療につい

て当地公斎大城さんと打合せであ希。

為ほど右足背部に咳偽があり患部は紫色に1m

眼している。男の子で草むらを歩いている時

に狸われたのだそうだ。ここで那珊から持参

した血清が役立ち、小桃植田、両先生の活

鮒される所となる。尾時間位安静にさせてお

く。少を寒がっているが大した事はないよう

だ。家族が連れて帰りたいというので容体が

変ったらすぐ連絡する様に言い聞かせて州宅

させた。突然の蛎故にもかかわらず集仙は順

訓に進盈午後５時にはほぽ終了。ただちに薬

品、医療器具の整理にとりかかる。全員でや

為ので仕邪の進趣ＩtK速い。診療が無砺に||程

通りすんで何となくホッとした様な又寂しい

様な感じだ。夜憾昨晩に引き続き伊原間部落

の方たが慰労会を開いて下さる。八Zf山名物

山羊肉の屋外会食だ。これと平行して公民航

では最後の映画会、柵人会との懇砿会を持つ

。泡盛による急性アルコール中毒？一名。

匡
■

γﾉﾘ３１日（月）石垣勘観光、識波会

侍ち帰る医療器共その他な石垣港へ巡び、

同時に八堂山病院その他からの借用品を返済

する為の必要人員４名と二日酔のユ名を残し

他確マイクロバスで石垣鳥観光へ出発。野や

し林、川平公園－川平では診療中手伝って

もらった公看の古見さんにも会う一をへて

石填へ。昼食をす1kせ全尚で近くの竹富凪へ

でかける。古い伝統と八重山上布で有名な局。

桟橘近くで蕊た群Ｗ色の熱帯魚が印象的だ

。中に健海水蓋がたくてくやＬがっている人

もいたが皆休日を十分に楽しんでいるようだ。

夕食も石垣で取る。今夜は市の文教会航で

小林植田、矢幡の各先生の講演会及び「成

人病問答」その他の映画会が催される。先生

方ばじめ学生亨名な残し他は伊原間へ先に州

戸
』
』

ざ

７月ｓｏ日（日）

診擁簸終日。伊原間中学校学｡球団健診の

予定。最終日になってハブ咳傷患者が担ぎと

まれてきた。ｓｏ分前にヤラレたとの事で太

－９－



８月ｚ日（水）

全員#i郡那覇藩も急に周囲は車や人が多く

なり都会へ郷い戻った感じでおまけに今まで

気にたらなかった暑さがこたえる。宿舎へ荷

物を運び後は自由時間。短かい那覇滞在であ・

ちとちへの挨拶廻りや買物などで皆忙がしそ

う。コザまで遠出する人逮もいる。

旅館では那覇市内開業の諾先誰からの差入，

れのビールやコーラをあけながら皆のおしや，

くりがはずんで三為五を州ってくる連中も加

わり中太終りそうもない。

、上木の両先生、仕班で鼎胤へ行かれた吉村

研修生な除く全員が石垣蝿段後の昼食を遠く

系翻砿のみえるＶ零ｔ芽￥で取る。．｢那覇丸

」が遅れ脳航が７時になり午後自由行動。皆

ばつりにいったり、買物や海水浴ｊまてば昼湛

にいったり.で最後の石垣島を楽しむ。

夕方６時半上鉛。皆の気をさんざんもまし

ておいて出航直前に例にJこつて悠点と現わ妙‘

た大城さんをはじめ烏の人左の御見送りをう‘

け船が石垣を出蔵したのは７時ユ５分､後に

残った色とりどりの風船が募れかかった波間

に潔よっている。船は琉球海巡の御好意でサ

ロン左使わせてもらったが波はやや荒い秘庇

だ 。.、

る。伊原間の洞淵探検の予定だ。公涌の大城

さんを加えた探険隊催留守役に訳為って今日

一日中留守役を務めた野田（皿３）の他ｚ名

を残して意気場だと出発。ユ０時頃我女にと

って最後の似考がくる。自娠車で1”lしてあ

ちこち擦りむいている。うち一人は台湾から

出稼ぎに来ているのだそうだが鍬た所ユワ，

８才頃の少年だ。手当をして明日も来る様に

いって帰す。ここでは留守役の平野蛾の活閉

する所となったがこれでは大城さんも大変だ

。うかつに留守もできやしない。

ふぐや珍しい小魚を戦利品に下半〃、中に

は胸のあたりまでピシヨぬれの探検隊が帰っ

てきたのはユユ時すぎ、やや興嚇のおももち

だ。早速持帰った魚を焼いてもらって味わっ

ている。さぞ美味しい事だろう。

伊原間での蝦後の夜一大城さんの所でも

遅く迄話し脚や笑い声がきこえている。

報告によると今晩の講演会は多くの人を集

めて大成功だった由。

本日山川厚生局長より電報あり。「エンシ

ヨノオリ、ジンリヨウノゴクロウニヵンシ

ヤシ、ゴケントウヲイノリマヱ」コウセイ

キ ョ ク テ ウ

戸
毎

回
轄
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８月ユ日（火）石垣発

午前ユ０時伊原間発。部落の人達や大城さ

んを加えて龍念撮影をすませ、例のガタガタ

パスで出発すあ。短期間ではあったが住熟似

れた部落を去るのは又寂しいものだ。仲良し

になった子供逮も後をおってくる。パスはい

つもの調子でひどく揺れ、オデコなぶつけた

り席から落ちたり全く危険この上ない。これ

じゃ土地の人が「胃腸返し」と呼んでいぁの

も当然だ。飛行機で先に蔀覇へ飛ばれた矢幡

《
兵
】８月ｓ日（木）

午前中耐部戦跡琉球大学、琉球特産の紅

型工場や染物展など'忙しいなかを時間一杯使

って見学する。戦跡－あちこちに乱立する

慰霊塔よりも肢しいばかりに照りつける南国

の太陽の下、何事もなかった嫌にはるか7}評

線迄続く気の遠くなる様な紺碧の海と白く波

打つ磯続いてそそりたつ弾痕の磯る断隆絶

画
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壁の方がむしろ戦争の激しさ、玉砕せねばな

らなかった当時の有様を思い起こさせる｡

午後４時出航、例によって上船前の慌しい

邪、叉物もゆっくり出来ない。初めての人に

ばもう一日位欲しかった事だろうが船便の都

合だから仕方がない。船は「おとひめ丸」で

鹿大の診療団も一緒だ。皆よほど平生の心掛

けが良いせいか少しも揺れない。’'少し位風

でも吹けぱいいのに'１とは影の声。

‘皆の各女の想いを乗せ船は沖縄を後に一路

鹿児島へ。外海は相変らず美しい。水切って

巡む船荷に白く泡立つ波、すいこまれそうだ。

診療ば、伊原問中学校を開放して頂き、各

教寵を待合霊予診室、検燕室、処世室、内

科、小児科、幽肖秘莱品室などにわけて爽

施した。

内科には医師Ｂ名と研修生２名、計生名、

小児科ユ名、皮膚科ユ宅。学生の分担は、婆

年生が予診係、３年生が血誹検便係、ｚ年

生が;険爆心瑚図係などを主とし、同行した

論談婦４名の他に、現地の公衆衛生濡護掃月

名、養腰訓淋ユ名と、更に受付にば各澗隔ＩＦの

世話人の協力をえた。

診療ば、ユ９６７年８月Ｚ２日に設営や各

係を決め、翌ｚ３日から３０日までの８日間

、右垣島の中部以北のユ３部落をユーｓ部落

ずつ対象として行なった。

診療方針は、特殊な人を除いてユ回だけの
.｡『

人が多いので、大学の外来に準じて《：L人ユ

人を出来るだけ丁寧に診察す為ように冴めた

が、更に、日附躍療に忠悲れない生活の'1．'で
､原､

､“潅生礎簿す胃に憾､この人の場合
ばどうするのがよじくかなど、出来るだけ具体

的にわかりやすく説明するように心掛けた。

（小林雛紀〕

診療報

８月生日（金）

船上からの朝日一雲に遮られて悪られな

いが朝焼けが美しい。今日はいよいよ鹿児島

だがその前にあのやっかいな税関手鏡がああ

。多くの荷物をかかえて初めての人はやや不

安そう。本当にこういうものは早くなくなれ

ば良いと思う。全員が手続を終えて上陸した

のは午後･勘w誰。ここ.で又例の慌しさが待って

いようとば１西鹿児島駅へ荷物を運ぶのに

三輪車迄借りての蒋闘は野田（班３）、その

他も遅』Lじとノノゾー､こ駅へ駆けつけプラッ

トホームへ出たが肝心の荷物が間にあわなく

て臨時急行は見送り､全員｢第二か(;､もん」

で帰棚する歌に決定しそれ迄各自で腹排えを

したり蚊湯へ,hfって汗を流したり。

帰りの車中、居眠りが目立つ。さすがに皆

疲れたらしい。それよりも目立つのが皆の色

の黒さ。我ながらよくもとう…･と思う。皆

全く同感だろうが仙康で何よりだ。午後:1.ｺ．

時すぎ無事帰樋・黒ん坊架団の到着だ。まず

は全員無事でめでたしめでたし。皆様お疲れ

ざま！！（Ｍｓ福重肥）

』
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』
■
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全受診者のうお何らかの訴えをもっていた人

は、全体の約半数の１７９０名であり、特に多

かった訴えは表－５に示した如くである。

表 一 ｓ 主 訴

６－喝

６－店

８７８iユ計

４．５ｉ
ｌ

５．Ｅ
表一ｺ.刑別受診者数

亜

割．４

これを年令別に区分してみると表－２の様に

なる（伊原尚中学鈍診を除く）．

=－１２－

勺
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４．９

風疹｜ウ坐’９６１ユツ０名

その他関節癌胸やけ、食思不振、曜淡など

が多かった。これは貧血、商血圧、低血圧、

肝砿大、各種神継痛などの疾患が多かった蕊

とあわせて興味あると思う。

既応歴

既応腿のうちとくに注意して調べた風疹、マ

ラリア、ハブ唆傷、フィラリア症で憾表一生

の如き成績を得た。

、表一生既応症

竺箕毘芦百’
に対して

ユ５％

６．５

６．ｓ

５．８

５．４

５．０

男Ｉ女１耐．

表－２に示した様に２０才以下が全体の受診

者の５３％近くを占釣、特に小児科領域のユ５

才以下が全体の５０％近くを占めていた。

それに比して２０才代は６．４％と諾しく少

汰い。

壮年層は女子に比して男子が半数位に留・戻っ

た原因の一つは、パインの収穫期で、当該部

落の受診日に手をはずせなかった人がかなり

いたため．ではないかと思われる命

マラリア’１５２７１４ｇＩ２０Ｃ 】
員

ブｲﾗﾘﾌ症１４９１４７１９６

lハブ咳慨：Ｂ５１ユ５’４ｃ９
鹿
昼

これらのうちマラリアの既応を持ったＢ０℃

名確とくに壮年属以上にかなりの高い瀕度で

黙られた。フィラリア症も．９６名にみられた

が後遺症を有している老は比較的少数であっ

た｡

司疹は二年穏前沖級一雑で流行した時雛患し主 訴

主訴

全身倦怠感｜

め奮い｜
腹痛

皮疹

頭重.･頭痛

神経.痛’
どうき・息切れ！

人数
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たものでその既応をもつ者はマラリアについ年程遅いようでああ。

で多かった。

この時胎内にいて、生後、先天性風疹症候群家族歴

を示した者がｚ箱熟られた６特紀すぺきことばなかった。当所は開拓部

ハブ佼傷の既応をもつ者は期待肱より少加か落のため、他の八重山群島、僅古群島、沖縄

った･本島などから集ってできた部落のため、血族

結嬬なども少かつたようである。

生 活 歴

特に本土と変った点はなかった。成人女子に血圧

ついて鯛ぺた初潮年令はユ'7才、ユ８才にそ生ｏ才以上の全受診者について行なった結果

のピークを見たが、これは本土の平均よりＺをまとめて詮ると表一５のようになる。

表－６年令別性別血圧区分
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これを年令層別全受診者に対する海血圧、低

血圧、正常血圧者の荊合を表わして尋ると表

一６のようにな為。
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の測合 低巾原の

削り合

(法）ｇｏ才台は対象が少いので考察の際は無視してもよい。
■

この表でわかる様に高血圧の者は生ｏ才台で

９．ユ％に悪られ、５０才台でば２３．０％

と２倍近く畑加し、’７０才台に至っては４８‘

５％と半数近くが高血圧を示している。

後にもふれるけれども、これら高血圧を示し

た者のうち９０％強嫁符障害を伴なわないい

わゅ為良性であったが戒りの:１．０％弱には、

尿蟹白、尿沈液、眼底所見韓に異常所見が盈

吟3k１，た。

尚商血圧の区分で年令が上昇するにつれ拡張

朔性のものから収縮期性のものへの移行が匙

られるのは、励脈難の硬化性柄変が進んでい

くのを示唆している。

全休的に蕊て高血圧者の頻度憾器で2ﾕ．
:１％、本土２０～ｚ３％に比してむしろ低目

であった。

低血圧者は全国平均発現率の完一夕一がない

ので比較出来ないが、４０才台でＺ８．８％

５０才台で２５．５帖、６０才台で３８．ユ

％というのは、かなりの高頻凌であるといっ

て良いであろう。事実本土近畿山村に於ける

無医地区での測迩では、４０才台で８船、５０

才,fｷでユ３９４，６０才台で６％が低血圧を示

していゐにずぎ洗い．このよう,こ低血圧の者

心§多かった厭悶として、栄養バランス調査に

も急るように、栄養摂取の不均一性、夏の炎

天下における畿作業に.にる過労、季節的なも

のなどがあげられると思う。

次に４０才以上の全被険者４７ｓ名を年令別

性別にわけて、なべがF均した値を示すと表

一γのようになる。

表－７年令別fk別血圧平均値
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疾服の稲類は、以下表に示したように、多

種多様であって、この地方独特あるいは日本

内地では余りないフィラリア症やハブによる

咳傷などを除くと、いず鯉もわれわれが日常

接している疾忠が大多数を占めた。しかし、

その内容は、貧血、肝圃大、商血圧、神経痛

、腰痛、関節癖筋肉痛など、ぃわゆあ農夫

病茄どと呼ばれるものが主で、殊にそれらが

亜熱稚の強い日差しの中での雌作業による消

耗と食生活とのアンバランス忙基因して、強

く現われていたように思う。

戦後、石垣局の公衆衛生上f職>進歩したも

のの一つに結核検診がある。琉球政府の繕核

検診車が記慨され、八重山保純所が中心とな

り、甲ｏｍｍフイルムによる間接搬影を大部

分の島民に行なうほか、結核に対する健康診

断や治療はかなりに行き届いている。

表－９に示したように男子においても女子に

おいても、各年代とも収縮勤正"‘全国平均よ

りユ５ｍｍＨｇ近く低く、拡張刈厘が全国平

均よりユｏｍｍＨｇ近く低<、一見理想的で

あるがこれは低血圧の人が大変多かった事力′

大きな原因であろう。

（Ｍ３野田記）

徹裂器、血波疾忠‘

第 ２ 表 循 雲 器 、 血 液 疾 患内科
画

Ｆ
藍

呼吸器疾忠

第ユ表 呼吸器疾患
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１
｛
政
〕
《
○
軸
上
７
１
｛
札
４
曇
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管内寄生虫の検出率は必ずしも商くなく、ま

た血減像にも好酸球増多の所見を認めるもの

一一Ｆ再一三＝

循環器疾患

窓巾序搾が鐙も多く、６６例笹、その大部

分ば腎障善を伴わない（尿に異常所見のない

〉、ぃわゆ為良性の高血圧であった。しかし

５‘例は尿の頚白､"沈極に異常を寵め、かつ眼

底や心爾図に哨異補所見を露めるものがあり

、これらはその後の健康管理が必要と思われ

た。ついで、目まいや疲労時の頭痛などを主

訴としてくるものに、低血圧を示すものが多

かったが．これらの人逮は暑さと過労に加え

て貧血を合併したものが多く、生活と密接な

関係を有してい為ものと思う。また先天性心

臓病と後天性心臓弁膜症は、それぞれ８例、

計..６例見出されたが、これらの内訳は表の

通りで、先天性心繊病の中には鞘密検査のう

え、手術の適応があると思われるものもあっ

た。

動脈硬化症や高血圧および低血圧などを伴

ったものでは、診療第ユ日目と第２日目で、

４０才以上の椎とんど全例に心電図による検

査を行なったが、ＳｍあるいはＳｍ・田の祇

度‘低下を認めるものがかなり多かったのは注

目に値する。

I*余りないことから、鈎虫などによると思わ

れるものを除いた多くのものでは、日本内地

とぱ比較にならない程の炎天下での農作業に

よる消耗と、摂取する栄蕊のアンバランスが

このような面に蝦も強く表われているものと

思う‘，．

消化管疾患

（第５表）

－ １６ －

咽
＆

血恢疾凪

診療期間を通じて、鰻も注目をひいた所見

の一つに貧血があった。特に婦人において顕

薪で、表に示したものは中等度ないし商腿の

貧血を伴うものであるが、それ以外にも血色

素雄（ザーリー法）￥Ｏ～８０％の境界領域

を示すものが極めて多いことは注目に値する

。その原因については称だの嗣子が関与して

いるものと思うが、これらの人についての腸

］
声
一

疾患名

口内炎

舌 、 炎

慢性間炎

胃、激..．‘癌

・十二指腸・漬翻

l島、炎
０１ロ

樹､性‘虫･垂炎

慢性虫垂'炎

内臓下垂症

移．動・盲腸

, 閥 ‘ 痛

習慣性便秘

下痢

痔疾

l江門脱

へルニーァ

！隣ヘルニア‘

{魚羅ヘルニア
（腹壁へﾙー 了

ムー 言↑ロ

男
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－ １ V －

・蒲馳

悪性皿ｊ蔦と思われるものは見出されなかっ

た。最も多かったのは慢性胃炎の２８例で、

その他胃下垂､:口内炎、痔疾などであった。

消化管系統では特に目立ったことばなかった。

孟凸宇

肝・胆･道疾Aii

全身倦怠や疲れやすいなど、不定の愁訴を

待つもののうち、特に注目された所見の一つ

に肝師大があ論。表に示すように｡iも･６名で

、男女ぽぼ同議しか＄腫大に伴って硬度も

かなり・の程度に増･じていたｂ炎天下での外来

診撫では尿のウIユピリノケンも余り目安とは

ならず､､肝機能検査や血清蛋白分画の測定な

どもなし得なかったが、わが国内地でも東北

地方辺りに比して九州地方の方が肝硬変の発

生率が間く、これが沖細南端では一願耕明と

なるのでばなかろうか。その発生要因につい

ては成人の場合気候と食生活の影靭などが

焔も考えられ論。

（鋪４表）

球:IMI多を示して同一の原因によるものと思わ

れ、成人の肝睡大を伴ったものでは好酸球蛸

多を伴ったものがなかったことと著しい相違

を示す。その原因について城、寄生虫による

ものではないかと考えられ為が、沈使の虫卵

検査はいずれも陰性逗今後更に原因の涛明

を必要とするものの一つであぁ。なお、これ

らと同様な症状を示すものの検索を中心とし

て、伊原間中学の生徒３６８名の健康診断を

行なったが、これらの生徒のうちには定型的

なものは見出されなかった。

■

幸
垂

神経、筋肉、骨、関節疾思

(第５表）

男・女計

ユ４．５

６ ６ １ ７ ０ ： L Ｓ ６

Ｓ Ｚ５

０Ｚ２

ワ、γｇｌ４ｇ

厚

疾 患 名

慢性肝炎

肝 肺

肝牌凧

胆蕊炎

合計

吟

』
『
一

■

肝lfK大について特記すべきものにも弱年者

の肝皿大の問迦があった。診撫に先立って、

石垣市長から特に依頼がおり、診療中も注意

していたどころく表に示すようなｓ例に肝硬

化を伴った高度の腫大が露められた。これら

のｓ例は血液像においていずれも好酸

疾忠名

背堆カリエス

慢性関節ﾘﾕｰｰﾁ

農性関節炎

Ｆ⑧'r・”⑧ａ病

手根関節強直症

卿こり

五 十．肩

先天性股関節脱臼

椎間板ヘルニア

斜 頚

腰痛

外骨 症

刊’恢

合．計

男

１
４
ｚ
ｌ
１
３
７
１
－
工
５
０
１

１
戸

５８‐

女

０
２
４
０
０
２
６
０
０
０
７
１
１
２Ｓ

計

１
６
６
１
１
５
３
１
１
１
ｚ
ｌ
局

１
月

６ユ
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第６表 神経系疾患

一
ｓ

こうした診採には外科領域の専門家の参加が

望まれるところである。

附）なお､真性てんかんが‘i'例見出された

が、これらの患者の治様や生活指導は現地

では解決しえない問題の一つである。

内分泌疾患（第マ表）

受診者の妹とんど全例に検尿を行なったこ

ともあって、ｓ例の糖尿病患者が見出された

。うち２例はすでにその存在を患者自身誤知

っていたが、］L例ははじめて見出されたもの

でああ。このようた症例については､"今後長

期間にわたる食生活を中心とした指導や計画

的な薬物療法の必要があるが、血糖検査にし

ても思うにまかせず、また鳥での限られた食

品、更には農撚期には猫の手も借りたい程の

忙しさを思う時、果してこの様なところの実

状にあった糖尿病の治療はどの様にすべきか

、現実は余りにも厳しすぎるようである。

dＷ

起
一
ａ

露７表内分泌疾患

成人の受診者のほとんどすべてが農業であ

るため腰痛、坐骨幹経痛、洞や手足の関節痛

や筋肉痛を訴えるものは極めて多い。これは

わが国内地の、殊に山間部で坐業や林難を営

む地域でも高率にi認められるが、今回の診療

地域では夏季がパインの収謹などによる農繁

期にあたるため、一層顕籍に認められたのか

も知れない。

また診療期間中、夜間に１学童が戸外で遊

んでいるうちに軽汲右討関節を打って急患

として来たが、潅形外科の専門家がいないた

めお手あげの形で、初め脱臼かと考えて挫復

術も試聖ようとしたが、レントケンもないの

で、翌日までシーネを当て、翌日八重山病院

へ連れて行ったところ同部の骨折であった。

■
》

０

‘

一ユ８－

０

●U
？

４■
庁■

その他の疾患

現地でも、稲岡へ帰ってからも、ｎ何か珍

らしい疲気があり食したかｕと熟れられる。

しかし、全体として眺めると、特に珍らしい

病気はなかった、と答えるべきであろうと思

っている。強いて求あれば、乳尿あるいは

乳血尿誼伴った数例のフィラリア症の患者

や､診療最終日の胡､慌しくかつぎこまれた

ハブによる咳傷を受けた中学生などである。

づ
Ｆ
《

ユ

疾 患名

糖 尿 病

肥畔症

合計

男 女

５

６

計

５
６

疾患名

神経痛

グ
ー
Ｉ
く
Ｉ
Ｉ
Ｌ

肋間神経痛

坐骨神経痛

その他

顔面神経麻禅

頚腕症候群

てんかん

脳性麻簿

王泡xk:muon症候群

自律神経失調症

片頭 痛

多汗症

企図振戦

神綴症

合計

男
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２
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第 ９ 表耳鼻咽喉科疾患

泌尿・生殖器疾朋 鋼Ｌ０表眼科 旋服

『
一
一

第８表

帳淫」

ヂ

缶
Ｐ
写

第ユユ表その他の疾患

(，I､鉢譲記）

’
１
１
●
●
‐
ｌ

『
上
可
圭

ｌｌ
ｑ

↑
動

罰．

－ユ９－

－
１
；
‐
ｉ
Ｉ
‐
Ｉ

９
２
３
１

0

‐由一一＝酉,戸勺

_坐ﾐー 塗__望_し塁Ｌ､え

１
－
『
ユ
ー
、
坐
「
よ

巳

ｎ
Ｕ
、
〕
ハ
リ
ｎ
Ｕ

結熊炎

I、ラゴーマ

白内障

麦粒睡

逆腿毛

小眼症

内斜視

合計 ユ８

疾愚名

Ｉ

鼻 出血

慢性鼻炎

慢性中耳炎

Ｍｅｎｉｅｒｅ氏病

難 聴
UDO

I;;Ｉ桃炎

瑠 頭炎

１合計
Ｉ

男

生
０
８
１
０
１
０
ユ４

女

１
１
７
０
２
０
１
ユ月

Ⅱ

計

５
１
５
１
２
１
１

－
－

２６

疾患名

慢性脊炎

ネフローゼ

遊走腎

, 尿 管 結 石

勝脳価

尿道炎

腕脳炎

前立腺肥大

零，丸炎
隙漉水llili

,卵巣腫協

|子宮外妊娠破裂
｡■■

雄搬中毒症

不妊症

不雛性器出血

月経困難症

乳腺症

女性乳斑

更年期障警

合 ， 計

錘
力

ｚ
ｌ
０
１
．
１
１
０
５
１
周
一
一
一
０
－
－
０
１
．
一

ユＳ

女

４
０
１
０
０
‐
０
８
－
一
一
１
１
ｚ
ｌ
５
１
２
－
３
２２

|計

６
１
』
１
１
．
１
－
南
上
８
３
１
－
２
１
｛
１
２
『
上
３

６

デ

『
士
ワ
“
『
ｌ
｛
底
》

５５

疾患名

Ｈａｎｓｅｎ氏病

機 毒

水痘

難嵩織炎

癖痕
リンパ腺炎

輔神発達障害

先天性風疹症候群

言語陳害

'、ブ咳傷

銚虫症

フイラリフー症

(このうち誉疾病）

男

『
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坐
『
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〔
Ｕ
１
｛
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１
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ｌ乳児検診

対象：伊原間地区の乳児男２ワ、女２８

例計５５例である。

母親の年令：２ユー３５才までの間が大多

数でとくに年令の低い母親やとくに高年令で

あるもの(ままれであった。

同胞の人数：第何子であ為かを熟ると、第

ユ子'-,-第Ｂ子にわたるが、第２子が最も多く

２０例、第５子ユ局例、第５子８例であった

が、当地の家族計画のありかたを知る一つの

秘料とな為であろう。

生下時体重：平均は３０'7５９（男３ユ４７

属、女２９ｺL会ｇ）で低出生体重児は４例（’７

％）であった。

体重:乳児の休漁は健康と発育を知る大き

な指標となる。検診時測定した５３．例の体亜

を標準体軍（昭和８５年、九大小児科）と比

較すると標準以上あるものｓ月例、標恥以下

２Ｊ.例であり、やム小さい印象をうけるが順

調な発育をしている。

疾患：先天性心疾患のユ例をのぞいて、注

目すべき疾患桃なかった。湿疹もすぐなく、

乳児は皮間の手入れも比較的良好であった、

小児科の立場から

伊原間における検診で、検診総数ユ８９７

例のうち小児ユ５才以下甲４９例であり、当

初枕診のスケール、また小児科検診にあたる

人数、住民がどのような状態であろうという

予想がつかなかったため、計画性にとぼしか

ったの電ここに正碓なデーターをもって報

告することはできないが、その印象をのべるｃ

ろ 肝 腫 大 に つ い て

石垣市より肝価大を悪とめるこどもがある

か調査を依頼されたので、これに注意して検

診を行ったところ、ｓ例を発見した。症例ｓ

は以前に肝腫を指摘されているが、この症例

以外は自覚症なく、硬度のました肝をg～４

横指ふれ恥。尿に異常なく、血液像で症例ユ

にエオジン好性白血球の州加（１３５％)を認め

た。肝機能は正読寄生虫疾患を考えさせる

が、さらに検討が必要な症例である。

凶

全体的に体格が小さい印議をうけた。乳児

がよく手がゆきとどいていたのに対し、幼児

・学童稔放壷され、不潔が目立ち、畷皮症が

きわめて多かった。また栄養のアンバランズ

、ビタミンの不足、口腔内の不潔などにより

、口角ピランが目立った。疾悠の集計は成人

のそれに含まれ、今回はそれをわけて成績を

示すことができない。

幻
ひ

４先天性風疹症候群

ユ９６４～ユ９６５年に沖繍地方に風疹の

大流行が融られ、ユ９６５～ユ９６６年に沖

縄本胤でユＯＯ例以上の先天性風疹症候群服

児の発生をみたが、八雄山群胤ではどうであ

ろうかという疫学的の興味から調査を行ったｃ

風疹羅思妊婦の人工流産：石垣市の八重山

病院では４，０例、某開難醗ではｓｏ例が妊娠

中の風疹脳患のため人工流産をうけており、

ほぼ]・ＣＯ例がこの目的で人工流産をうけた

と推定される。

雌娠中風疹に稲忠した母親から生れたこど

もの検診；八亜山保健所において行った検

診逼９９例が受診し、そのうち風疹擢患の

読往のないも‘の塾例（脳性まひ）あり、風疹

Ｆ
』

聖

２幼児・学壷

－２０－



その他の所見

⑤‘
訓○村○美Ｏ

Ｏ

－ｉ－

ユユ才

尾年前肝繊がわるい

といわれた。右啓部

に臼斑Ｃ

ｓ横指

硬度増，辺緑鋭でな

い◎

幹部に白透，
（捕弛は正備）

八○鼎○－
＠
８才

順畏購一
Ｏ

－ｒ．

例
別
令

症
性
年

☆

７ 才

訴 訴えなし 訴えなし･主

４横指

辺緑鋭，硬度婚

生検指

辺緑鋭でない
硬度増

な し

竜

肝臓大

喝
毛

肝胴大のｓ症例

伊原間における健康診断（ユｇｃワ／７／２５－３０）

たし

検査所見

尿

・便

血液像Ｒ

Ｈｂ

Ｗ

Ｓｔ

Ｓｅｇ

ｌ９

正鴬

虫卵ｅ

Ｓ６０×ユＯイ

６月％

４２００

ユ３．

BＧ

正湘

ＮＤ

正禰

Ｎｐ

生２易パユｏ卒

１７６％

８０００

ユユ

５０

３２

２

５

０

呪
《
０

５
７
０
ワ
３
３
０

冬
５
５
ｓ

６
７

２６

Ｍ

月
３
０
２圃

一
円

☆伊原間中学４ＣＯ例のうち異常の肝睡大を認めたものはない。『
一

lWiiAMの既往をもつ２５例のうち正術ユユ例、

難聴９例、難聴および心疾患＆例、脳性まひ

ユ例であった。なお..才５カ月で死亡した白

内陣心疾患、雌蕊発育連延の定型的症例

もあり、当地にも先天性風疹症候群の発生が

あったが、産科医の柑蹴よく、雌娠初期に風

疹に潅皇したものには人工流産が行われ、爺

症例の発生は少なかったようである。

まとめ

１）乳児保育は比較的良好であったが、乳製

品の使用が本土にくらべると大変すぐない感

じがあり、離乳の状態、人工栄養と母乳栄養

の比率などの澗迩が計画され論べきであろう噂

２）幼児。学蹴：放置の傾向がつよい。食解

、流累という点で考慮がなされ悪べきで、こ

れにより体位の向上もはかられると思うし、

や
く
込
宇

－２１－



脳皮疲（舗烏表）の緑とんどは小児で、こ
Ｌ

れは皮府の不潔さから来たものと考えFうれた。

た鯛原因より接触皮府炎と診断しているｃ

第ユ表湿疹。皮膚炎群

麓２表畷皮症

龍

二
『
侭

皮慮科

沖縄八扇｣.|群島石垣島石垣市伊原間部落で

行った九大医学部熱帯医学研究会主催の無医

村診療に参加し、皮職科な診察しその結果お

よび蝋想をこムに述ぺる。

診療の結果、診断した病名は別表の通りで

とくに変った疾患はなかった。

まず、湿疹。皮胸炎群（篭エ表）では、亜

熱帯地方の気温の高い時期であったため力、

小児の汗疹性湿疹が多少多いように感じた。

市た小児の流皮性湿疹催日本本土で嫁あまり

蛾近見かけない(〉のであ為が男児にユｏ例も

肋つたのは、栄恭の悪さを物語為ものと湾え

られる。

接触性皮膚炎は全例とも足背部のもので、

これはゴ1ム草蝋の花締によるもので、いわゆ

愚ゴムゾウリカプレであったも全例のほとん

ど鰻すでに慢性化したもので、臨床症状と

して嘘諜触度噛炎と雑言いがたいものであつ

また職皮症、口角ピランもなくなるであろう

。これにば生活の向上安定が第ユの条件だと

考えられる。

３）肝緬：想像したより多くなかったが、原

因の究明は大切な仕事で、今後のエつの鯛査

の重要な目的となろう。

４）先天性風疹症候群の多発：おそらくアジ

アでは記録にのこる最初のものであろう。当

地方にもその陳害なもつこどもが発生してお

り、とくに難聴児の今後の指導が、これら恵

児に対する前向きの仕事となるが、このよう

な悲劇は、これが最後の記録となるよう、

風疹流行時は注意しなければならない。

（植凪浩司記）

皮層ド|癖（鋪Ｓ表）は意外に少次かつ光の

船

云
昼

１

句
謡

一息２－

疾患宅

皮下腿鰯

膿皮症

掌跡膿庖症

捜砺疹

櫛

櫛…

瞳症

化瞳性汗腺炎

化畷性創側

'合計

男

１
－
け
。
０工

挫
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処
〕
Ｏ
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ユ
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■
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‐
（
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計
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８

８
・
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５
４
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一
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《

４０

疾患名
b

急性湿疹

亜急性湿疹

漫性湿疹

'脂漏性湿疹

汗疹性湿疹

痴皮性湿疹

亀裂性湿疹

鵬痴疹性湿疹

尋常住湿疹

ｱﾄﾋ拷性皮腐炎

接触皮府炎

日光皮臓炎

汎 発 性 湿 疹

合計

男

貝
〕
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Ｕ
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６ ０

～Ｌ”垂_ｰ

瀬５表は、（とくに汗抱状白癖については)･日常あ

まり靴などをはく機会が少ないためと考えら

れる。こ坐で鵜老の注意を引いたのは、頭部

洩在性白癖が:L例も黙られなかった点である

。培者は昨年（昭会ユ）に沖細中部地区の学

逝検診に参加し、その時計症が非常に多く勘．

ら虹たの電今回も期待したのであるが､･対

象ぱ学童ではなかつたたぬか、本症を１例も

発見することが出来なかった｡．

］

９ ユ

1．

・
０

遷
一

｡

第 ３表皮膚白撚

その他の疾岨（節４．５表）について、石

垣地方に特有のものは黙られなかった。ただ

ハンセン氏病については当初から可成りの注

意を払っていたが、類結核型と思われる患者

をＳ例発見したが、輔査も出来ぬため、ス

２

一Ｅｇ－

｛

Fで

咽

＝

クリーニングに終っていあ。

全般的な感想としては､住民一般において

入浴の回数が少ないためか、皮府の不潔なも

のが目立ち、とくに小児にこれが籍明であっ

た。女児の頭凱のユ８例はこのことを如実に

物滞るものである。

熱帯医学研究会の主催であるので、熱帯地

方に特布な皮府疾患が多いのではないかと宮

う期待は全く喪切ら泌全体として、特徴の

ある皮腐疾Aiiは皆無であった。

（矢禰敬記）

第４表その‘他の疾患＝

疾患名

エ．リテマトーデメ

頭． 凱

火． 傷

白． 薮

顔而単純性Wt糠疹

擦．過， 傷

這露鍾謡fi塞琴諾症

、合計

男

、
）
０
《
Ｕ
（
Ｕ
口
）
７
－
ｎ
》

１

１
Ｉ
１９

女

『
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８
（
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.．

２４

計
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上
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）
（
滝
『
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〔
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７
’
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疾患名

，角，化症

尋常幽噛癖

皮潤皿

'伝染性

鰯

i炊属腫

尋常性沈賓

皮卿母斑

I:灘
ｌ血管腫

神経皮膚症・麻疹

悩性．麻疹

小児ｽﾄﾛﾌﾙｽ

汗腺異常

汗抱

汗疹

公濁 曾i・に。

男

ﾕ.箸

０

．
１
１
１

１
２

．脇

ユヮ

Ｚ６

女

ユ

２

３
０
０

ユ

ユ５

ＺＳ，

計

４
１
１

可

gｑ

Ｓ

３Ｚ

塁９

疾患名

汗抱状白癖

瓜甲白雲

瓜其菌症

頑癖

砂毛

合計

男

１
０
０
１
０

女

１
－

２

５

ユ

ユ５

計

７
１
２
４
１

ユ５
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研 究報 告 ０％のＩﾙ性串お示し、しかも土）if者と形住溜

とを比較しても、その間に催とんど差が認め

られなかったことは、かつてはかなり濃厚な

臓染機会があったことを推定させる。

このよう永現象が起った原因を俄かに断定

することば出来ないが、同島はかってマラリ

アの流行地であり、戦後、マラリアの防あつ

対紫のため、徹底的な蚊の撲滅に鱒力した結

果、マラリアも終息したが、これとともに日

本脳炎ウイルスも絶滅したのではないかと推

測されぁ。

これらのことから、日本脳炎の予防に蚊の

徹底的駆除は極めて正要であることを更あて

穂識する必要があるとともに、日本膳炎ウイ

ルスは渡り鳥によって年を南方の流行地から

移入され】るものではないであろうということ

、さらには、沖細本島や日本本土における日

本脳炎ウイルスは、それぞれの地域で越冬す

るであろうこと、ならびにその越冬は蚊によ

って行なわれるであろうことが考えられる。

1.石垣烏住民の日本脳炎ウイ,レスに

対する抗徳保有鯛読

ユ９６７年７月下旬、石垣島住民の日本脳

炎ウイルスに対する抗体鱒保有状況を赤血河嬢

集抑制反応によって認恋した。検査対象ユ４

０例中、６３例、４５．０％が陽性であった

。しかし、これを年令別に患ると、ユ４才以

下の５９例はすべて陰性、ユ５才から:１９才

までの５例のうちユ例、２０．０％陽性、ｚ０

才以上のワ６例では６Ｚ例、８ユ．６％陽性

と、年令と陽性率との間に特異な関係が認め

もれた。

すなわち、陽性例の簸低年令はユ６才であ

り、ユ５才までの６０例がすべて陰性であっ

たことは、近年この地方では日本脳炎ウイル

スに対する繊染機会がなかったことを示すも

のであり、他方、２０才以上のものが８ユ．

石垣島住民の日本脳炎ウイルスに対すあ赤血球凝築抑制抗体価
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このこと蛾、１１本脳炎ウイルスの自然界に

おける動態を探るうえに重要な意義があり、

日本脳炎の疫学、ならびに予防のうえにも極

めて示唆に宙廿淡料であると考えられる。

他方、抗体の持続期間の問題については、

ユ６０倍ないしそれ以上の高い抗体価を示し

たユ尾例の血瀞について２－零rc星軍。－

０℃hanol処理斑したところ、いずれも低抗性

であったことなも併せ考えると、長年の間に

灘返して感染を受けた場合、それが不顕性感

染であっても、ユｏ年位の後に、ユ６ｏ倍な

いし５２０傭という、かたり高い価を示す場

合があることが明らかとなった。

また、このような地方の学童が、沖縄本島

や日本本土の学校へ入学したり、謙講する場

合は、日本脳炎ワクチンの接種をしておく必

喪がある。（小林雛，・上木良輔，草場公

宏，一木睦）

ユ９６ワ年７月２５日から同月ｓｌｐまで

の間に、石垣烏伊原間地区で棚渡したドブネ

ズミ頁窪trmsnorvGgic“２８頚の僻と腎を摘

出、そのユー座頭分をユ群にプールし、生理

食鐘水でユｏ％乳剤を作り、ｄｄ系マウスの

腹睦内に０．５ｍユずつ接弧した。

ついここれら１，被接諏マウスの窪過を観

察し、２ユ日後に採血したのち、さらにそれ

らの牌と腎を摘出して次代のマウスへ接種す

るとともに､奨錘､≦=』婆がレブトスピラに
対する抗体を保布して:いた群では、２００～

局５｡ｇのモルモットの脱脇内へも、同じ材

料を３皿ずつ接和した。

採血によってえた血消は、堕ptospird

ユctらmhaSmOxrr瞳ｇａｅｏＩｊ･Can-icO.ａ，Ｉ』．

a域t3pnna五日，］j･ｌ１ｅＭｐｕｍｄｉＢ，エ』．austrXF

五ａＡ，I』・pymgoll”，】〔』・bfLtaViae，

垂．麺“唖ｎＡ，西．mmO”，］』．ｓｓ型am-‐

ng乱，画．grjppotypho“および画．javamca

のユ２穂のレフ･トスピラを抗原とする凝集反

ー

ー

2.レプトスピラおよびリケッチアに

関する研究

石垣島伊原間地区のネズミ＊調恋成紬

－２５－

~

一
因

屍

I

＊ネズミ君Ｒａ方tusno燕e昼cuE

年月日

１６Ｖ．『７．２５

兄８

２８

脇９

２９

Ｚ９

Ｓ]．

Ｂユ

３ユ

群

『
よ
Ｑ
》
堀
〕
４
《
戸
。
６
７
（
。
。
》

頭数

１
３
３
４
『
４
３
・
雀
Ｇ
３

酌ptoBPim

L，ｊａｖａｎユＣｕ

Ｌ、ｊａｖａｎユＣａ

ｴ』．ｊａマａｎｆｃａ

－

ｴ』．i１ａｖａｎｉｃａ

RiC油ttBﾕａ

orientauB
一

一

一

一

一

一

一

一



ー

応、ならびにmoke1;1;日:ｉａｏ域ent良｡』‘ｅ（ｑｊ戸

塑ａｍ:除）のエーテル処理によって作成した

声

いて補体蒲合反応を

行ない、抗体保有の有無を検索した。

モの結果、レブトメピラに対しては、９系

統のうち４系統がｴ』．jav唾Ｃａに対して抗体

の保有を認あたので、これらの系統について

I丸被接種モルモットの緑過を観察するとと

もに、接菰７日後に心血からmorwho:Ｅ靖地な

用いてレブトスピラの分離培養を行ない、さ

らに接種１ケ月後に採血し幽鎧i華成し
、交叉凝集反応によっていずれの分離株もＬ，

javanicaと同定した。

Ｌ、Javanicaは、ユ９３８年にEggevaﾕｄ

と麺Ｃｌ症ａｒによってジアワで野鼠から分離さ

れ、その後インドネシア各地やマレーで分離

された。さらに近年沖縄本島でも見出されて

いるが、石垣島でばはじめて確認されたもの

逗工』．javごｍｃａはこれらの地方にばかなり

浸淫していることを推測させる。

なお、悪虫病リケッチアに対しては、いず

孔の系統も陰性であった。

鼠の捕渡にあたっては、伊原尚地区の公衆

衛生新渡婦の大城勝子さんや同地の部落会長

松竹蟻氏らの御協力をえたことを深く感謝申

し上げる。

（小林識，上木良輔）

云

んで、そこ意医学的に無中的に洲識し、沖縄

の‘健康状態を知り、その問題点を探ろうと考

え、診療団のベースキャンプであ箔伊原尚部

落をその対象として調壷を行なった。

伊原間部落を過んだ理由

１.私迷の宿泊地であるので近くて便利。

２人口がてごろで全員を調査できること。

ろ継済的、社会的、文化的に沖測の平均的

部落と考えIうれ為こと。

４部落の人達が非常に協力的であったこと。

５現地の公衆衛生霜護婦が手伝ってくれた

ことｏ

〔綱迩方法〕

診療の蔦１日目を伊原間蔀落…診嬢､。
限定し受診した人について、身長体重､血圧

、赤血球数、血色素値、血浦蚕白定匙便の．

虫卵検強尿糖、尿蛋白を検査し、一蝦診察

を行った。また現地婦人会公衆衛生看護婦

の協力を得て、栄泰バランス調査をも行った。

〔伊原間部落の概況〕

この部落を中心とする石垣島の北部（裏石

垣）はユ９５５年から宮古島、西表烏、沖篭

本勘などか局入;池してできた開拓部落である

。この伊原間部落は石垣市（人口；４:L・Z６５

名）の北部約４０ｋｍにあり、人口は４６世

帯２９０名（ユ９６７年）であり、年平均気

温２ｓ、６℃、年間雨髄２１９５ｍｍの亜熱

帯気候であり、ｊ糎雌砿避難左主とし~パイン

アップル、砂紬きびが大きな現金収入となっ

ていゐ。部落の人口は３年前に比べユ９％減

少している。部落には中学校が１つ、公民館

がﾕ.つ、郵便局がユつ、それに保伽所の職在

所がユつあり公衆術4i調縦州が'人で住異乞へｌ
催民の術生管理をし迄いる。娘楽施設妹ない

。髄気は“I|洲供給駕札、水は簡易水道で

』
『

5.伊原間部落の健康、栄養柵迩

Ｍｓ石原昌消公衆術生矯溌学校

〃川 野 ’筒之消水由美子

〃木戸鮒彦野口和枝

〃野田芳隆平野俊子

〃：福敦淳一郎吉田美枝子

私達は今回の診療と共に、あぁ一部落を腿

■召

－ － ２ ６－



人口椛成

〔洲迩結果〕山から水をパイプで引いただけのもの唾燃

料には石油コン向をもっぱら使っている。

石垣島の西海岸と東海津がこの部落の所で

巾がｚＯＯｍばどにせばポリハイビスカスが‘

咲き、珊瑚砿の海に熱帯魚の泳ぐ．美しい所で

あ る。 ．

次に伊原間部落の人口拙成を示しておく。

特徴的な鞭はまず、若年者ととにｚ０台が少

ない鞭である。若年者の多くが、現金収入の

少ない、あるいは適当な働き場所のない伊原

間をあとにして、八重山、宮古の両群島の他

の勘Ａに熟られるように論石垣市街へ又沖縄

木胤へと仕靭を求めて出かけていくためであ

ろうと思われる。

次に乳幼児については、最近になってよう

やく城少のきざしを熟せている小は、保健所

神の淵輔などにもよ;るものと思われるが好ま

しい邪であろう。
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この表の如く、現在パイナップルの収被期

とも重なり、部落民の約半数が受診したの鍬

であった。

所見なしの割合から承ると、どうやら女の

方が病気もちが多いようであぁ。
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第些表血溶 蚤 白 （ 例 数 ）

鍬Ｂ表色紫係散麓ユ表血圧（例数）

ｏ診断

主な疾患受診者ユｇｏ人

,〔

』
』

第２表血色素と赤血球数（例数）

4人尿糖陽性者９人

８人

硯

－３ ，－

ｏ尿

尿蛋白陽･性者

尿輔疑陽性者

皮膚科、小児科、内科の診断を合計し、多

い順に主なものをならべて識た。この診断を

見れば、現地の医療事梢が超んなものか、す

ぐに見当がつく事と思う。皮悶病、賛血、農

夫症、栄燕不良と並べれば外観確覗かるぃ南

心

”
』

鈎虫嫁もつと高値になるべきで、やはり集

卵法をや易無ぱならなかったと思う。
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世帯数

一

の島に、住んでいる人は悲しい現状にあったｃ

〔栄養バランス調査〕

轡方法

ブンケート方式記名。無紀鵜自由

７月２４日～Ｂ６日の３日間
● ●

°内容

６つの基礎食品を毎食組合せて取る事を目

標とし、そめバランスを見るためi1食事診断

表'1を利用した。

ｏ緒果

生６造帯に配布、５６世帯回収

回収率７８．５％

３群；肉魚介類、卵、豆製品

，ユ群；穀類、いも、砂糖

上記の如く、栄饗はかなり’偏っていると思

う。ミル’、乳製品が少なく、果物等生野菜

も少ない、それでいて、現地の人碓それが栄

養学的に良くたいということさえ知らない様

だ。

食事診断の結果をまとめるに当って、反省

きせられた点として

。本人に記入させるアンケート式でやつたた

ぬに記入内容の信ぴょう性が低い。

。－世帯に一枚診断票を配布した為に家族の

中でどういう人がどれ瀧従べたかが不明な点

ｏ世帯の教育程度、収入、主婦の年令が不明

次点

ｏ子供の体格、疾桝の状態、有病率の点

以上のようた、Ｈｏｓｔ単ctcrの不足、そ

の他に“ｚＩ１ｍｅの不足、調査日徴の不足な

どがあげられる。

Samp1③の不足は限られた地区でしかも世

帯を単位とした為であり、日数の不足ば短か

い期間内に調査し、ある程度の結果まで出さ

なければならず余裕がたかった為と言えるが

、ＨｏＢｔ、fact。'・の不足について般も反省す

べき点は訓強者の意志が途中で変わったと習

う事、即ち、初め記名のもと忙記入してもら

う予定であったのを住民の反対に会って、記

名・無記塩自由にさせた班である。この事が

Host壷actｏｒを不足させた最大の原因であ

ると言えよう。この為に各戸に合った事後の

栄養指導もできなくなってしまった。

蝋たこの他に、全休な通して、眼前の慎亜

な計画が足りなかった躯、比較対歎となる訓

蚕なし友かつた蕊などが反種きせられる。

二

罰

伊原間部落全体の診断

９９点以下；困った

平均５０．６点

欠けている順に説明すると
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６群；５群以外の野梨、果物

角詳；油脂類

５群；宥色'（緑、黄色）の勝菜

一 ｓ １ －

50～７４；少し工夫のいるもの,’９
soへ'４９；早く何とかしたい｜ユＣ

]‐【0

基礎食品に沿って、欠けているグループの

拶峻、

一
師

畔

函
《
２
５
４
－
５
．
６

ﾕ日目

０
’
４
０
１
７
８

７
毒
で

２日目

Ｏ
Ｂ
０
尾
４
６

ユ

３日目

１
７
２
５
８
０

１
１

計

功
上
。
》
．
ウ
鐸
〔
己
ｑ
》
挫
一

１
ｓ
１
２

次けて(‘矧版

６
’
３
５
１
畠
２



沖綴学術調査診療を行なって

〔まとめ〕

私達が診療調査をしたのが真亙の暑いさか

り宮しかもパイナップルの収穫期と重つた

ことが診療結果にか衣り影響していろと思う,、

龍とめ為と、皆小柄でやせていて、血圧は

およそ低め、女子に著明に低い。そして、時

をｓｏ～生０％の強度貧血を見る。寄生虫も

日本内地に比べるとかなりの揃値な示して、

更に診断を見為と、意外な診断が商瀕度にあ

るのにおどろくｃ栄養調査結果では栄養的偏

よりがあるとでている。全体的印象からも、

大人たち懐｡何となく活気がない。そして、子

供たちが、年令に比して非常に小さいのに総

いたのだった｡

〔考察〕

このようにこの調蚕の結果が、私迷が鱗初

に予想していた如く、沖細のある部落の状態

が医学的に低い状態にあることがわかった。

私達が住民にこのようにじかに接する迄、た

だ外から予想はできたが、笑際その生活に近

ずいて熟ると、いろいろと複雑な問題がある

ようだ。なぜこのような状態であるかと考え

ると、そればやばり経済的理由によるものが

大部分であろうが、そのL次には処康、術生に

対する知識の少なさもああと思う。栄萎調交

の結果の説明会の席上、バランスのとれた食

事を造ればならぬことを初めだ‘知ったという

:主婦も多数いたのでああ。私巡も､､映画なし

'てきたが､多くの人遮が凡に来記くれ､少し

でも衛生知識の向上に役に立ったかと思う。

総合的な改善はや確り国家的な見地で政治
&q

的次こと力§かかわつえぐるが、当面何なした

らよいか。住異がもつと自分の健康に関心を

持ち、義蓋すること諺ろう。.そして、現地に

常i注の医諏がやばり必要なのだ。私通も、衝

垂

ー

診 療 団 に ． 参 加 し て

（感想文特集）

生知識の普及や、一時的な診派はできるが、

･本当の治療察住民の健廠管理はできない。

石垣島に唯もうすぐテレビもはいり、一段と

文化の波が押寄せてくjることたろう。こうし

て勘､ると、今後これらの問題を深く追求して

いくことが、必要だと思うが、今回は初めて

の診療、総合調査だったので、洩状をそのま

ま伝えるにとどまった。更に回を雌ねるに従

って、より突っこんだ調迩研究をやりたいと

思っている。

今回、私どもが診療を行なった石垣脇の中

部以北は、かつてほマラリアが娼醗を極め、

度重なる入殖もマラリブのために部落全滅、

引揚げ、移住などと悲惨な歴史を繰り返して

きた。戦後米国の管理下隆挙かれてから、よ

うやくマラリアの撲裁対策が成功し、約ユ０

年前から附近の島左から入殖し、岡や山を切

り開き、パインと砂穂炎と左主と･しだ農業を

営むようになったもので、部落により、各家

庭によって生活の軌道への乗せ方は戎だまち

まちのようであるi,琉球政府当局では、マラ

リアに引統いて、フィラリアの撲滅対策に力

を入れ、また結核の検診も広く行きわたって

いる。しかし、亜熱帯に属す為この地方では

、その気象条件に加えて、島という宿命的な

環境のために、生活条件も必然的に大きな制

約を受けざるをえない。例えば、大部分の人

が農業に従事しながら、その栽培するものは

二
品

Ｐ
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j:'３噸的価格の燐定したパインと砂WW縦に限ら

れ、日附の野菜にはむしろ不自由するく,らい

で、その種類も少なく、ある種の野菜の匠詳雷

になると、その野菜だけが毎日統<ようなこ

とになる場合があるという。石垣市当局の人

の鯖によると、野菜は作れば随分出来るそう

で、南瓜なども一本の蔓に２ｏ箇位もなるこ

とがあるという。野菜に関する根本的な問題

は、消拠地域が限られているため、出来簡次

第で、価格が全然定まらないことによ;る。ま

た魚についてもぼぼ同様で、周囲を珊潟礁に

囲まれた澄象きった海には、美しい撚帯魚が

群をたして、われわれの心を聯うに充分な程

見馴なものである。現地の人は、普通海にも

ぐり、話でついて魚をとるが、２～ｓ時間で

８０ｃｍ位もある赤や青の美しい魚をユ０匹

位もとってくぉ。受診した高血圧性心臓病の

老人がⅡ魚をつきに行ってもよいかⅡと尋ね

た。Ⅱどの位もぐるかI'とたずねろと、’'５

靴から時には５認ももぐることがあるⅡとい

う。Ｉiもぐったまま心臓麻媒でも起すと大変

だからよせ'1というと、、釣ならよいか！'と

たずねたので、’１釣ならよかろう、といった

が、さらに、’１魚を買って食べるのは馬鹿ら

しいⅡといった言莱はこの地域の一般的な考

え方であろうと思う。従って、野菜にしても

､､魚にしても、根本的には自給自足という形

をとっていることになり、忙しくて体力の消

耗の激しい時に、食事はかえって単純化され

ぉということになる。
■、l

さらに、農耕用の水牛や馬はいるが、普通

の牛峨厭とんど見かけず、牛乳も勿陥ないが

、牛肉なども普通にはないようである。

しかしな渉ら、石垣島緯、わが国内地の離

島や沖織の他の島六と状況が少し異なり、パ

インと桝Mi水を中心として、将来性もあり、

人口は淵加の傾向を示し、パイン工場には台

湾からも多数の労働者がきている。入殖者の

人達も、近い将来、生産が軌道に乗り、生活

がさらに安定してくると思うが、現在は丁度

曲り角にあるような感じで、きびしい砦さの

中での労働と、食生活の偏りにもとづいて種

なの症状が現われているものが多い。

すでに諾職の統計にも表われているように

、この地方の小児の発育は日本内地のそ虹に

較べて少しおくれている。しかし子供は元気

で、やがて青年朔に達した者は、若さに溢れ

元気俄刺としている。ところが、成人では、

結締寸為と、殊に女性の場合には数年を経ず

して老けはじめ、４０才のものが５０才位に

、５０才のものがすでに老人のように見えた

りして、加速度的に老化現象が進んでいるよ

うに段えぉ。農作業と家庭内の仕躯とで多忙

を極め、また、結婚後4～5年で妊娠回数が

3～４回、中年になると８回とかユ０回ある

いはそれ以上におよぶ人が少永からずあるこ

とも一つの要因であろうと思う。

人の寿命のｓ割は遺伝によって規定される

、と山岡先生はいわれたことがあり、緒方知

三郎博士も同様なことをいっておられるのを

統んだことがあり、私も日本内地で普通の生

活をしている人ではそうだろうと思っている

。しかし石垣島における今回診療した地区で

の印象は、きびしい雲境に耐えぬく紫因の影

尋は勿脆大きいが、それにも増して環境のき

びしさは、これらの人の生命に更に大きな影

聯をおよぼしているように職つれ為。

Ｆ
『

可

■旬

■

今回の診療を造じて、現地の多数の人達か

らは轡ばれ、感謝されへ小さいながらも袖会

－ ９ 呂一



やつと、沖細石垣島の診療も終った。この

診療団を出す迄、いろいろの苦労もあったが

現地廷予想以上の成果をあげ、喜んでもら

ったのですっかり地州の苦しさなど忘れてし

まっていた。やれやれと思って博多に帰って

くると、あとのカルテ、データの整理に追わ

れ、一段落したら、東京で全国学生熱帯医学

研究会連合の総会に出席他校のめざましい

活踊を見てきた。そして、そのあと、報告会

をすませたら、今度は来年の計画が待ちw僻え

ていたのだった。

私達の熱研味、単に学生が乗って南方に行

って研究誇査するだけの会でなぐ、診療をも

j-為ようになった。この診療をすることにば

のために貢献出来たことは、非常な成功であ

ったと思う。学生諸君紘直接診療上からも勉

強になったようで、診療開始悪日目頃から、

病腫の取り方や、血液像その他の臨床険燕も

兄迷えるように上手になった。しかし、団仇

の多くの人餓Ⅱ.きつかったⅡというように、

みっちりきたえられ、私自身も、-毎日毎日が

知論とエネルギーの持ち出し逗暑さと忙し

さのため、命がすりへるような感じをひしひ

しと感じないわけには行かなかった。しかし

、医学の道へ入って２０年余り、大学に鯖を

おく者として、そこで習得したものを、こう

したことで社会にそれを避元すみことばまた

意義のあることであろうと思い、，他方、人の

生命に遺伝と蒙境とがどのように組み合わさ

って行くのか、具体的には極めて複雑な間脳

であ為が、いるいると考えさせられ為侭亜な

機会であったと思う。（小林該記）

喧出

手

伊原間にテレビが

いろいろの愁凡があったが、今回、石垣に行

って建て、催はとてもよかつ準と思う。今迄

ばわからなかった島の人々が、準備診療、

あとの歓迎会等を通じて、ひしひしと磁じら

れだからである。改めて、自分は医学の逆を

懇んだことな良かつたと感じたが、モの資任

の重さ、人とからの熱待とを強く感じもした

のだった。あれだけ文明から遠ざかり、あの
…凸：・

ような生活なしていることなど、都会青．iうの

僕には考えにくいことだったし、僕にあそこ

に住めど言われても、とても無理だと感じる

のが本音である。,伊原間部落にテレビがつき

、こどもはしら染がなくなり、きれいな肌で

、中年の婦人もばつらつとバレーボールでも

している様子を想像して詮ると、何だか楽し

くなるが、そう遮くないことを心から祈って

いる。

来年も堂た、沖縄のどこかに行き、新しい

遥界に入って、人の心に接したいと思ってい

るｂ我を熱研が、その主旨に沿って、南の厳

しい自然と戦っている人女に、その健康の面

で援助できることを、僕はうれしく思ってい

る。（亜ｓ川野信之）

p■

石垣島感想

ｰ

随分暑い所であった。景色は良くて、伊原

間の電気水道施設など思ったよりも良く出来

ていると脳じたが、先発隊として本隊よりユ０

日鋪多駅潅立った身であるし種農気謬か
り方事が多く、本隊到着の頃は既に本土へ帰

りたくて耐・まらｵI:かつた。とは云っても全て

それは個人的な蛎柄であるだけに皆頑張って

いるのを眼にす江ぼ､、いやでも自分の不甲斐

無さを恥ぢずにば居られなかった｡

季
【

戸
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調子はずれのテンサクの花の開える時

知iilぎふの夜空の星に気付いた時

ガノガ’パスに掘られている時

そんな時すぐに浮んできます南の島が

程脱であった。

とにかく自然の凱色だけば素附しかった。

特に春は最遠な旅行地であるらしい。定義か

本気でか、断婚旅行はここにしこうかなどと

葛.つた渚も居たらしい。

非常に愉快であったのは石垣島の路肩の危

なっかしい石ころの逆を走るパス種これに

は何匹乗っても飽きなかった。とにかく物溌

いの一賠につきる。エンジンの音も男堂しく

て騒たしく、その揺れ方と言ったら誠にすさ

叢じい。１１胃腸返し１１の異名は診療団の誰が

つけたのか正に適切であった。もっともそれ

を、昔の女の髪の緒い方と関連づけて何の意

味だろうと考えてばかり居た自分は余程鈍い

。あのパスだけば一庇は乗って黙る価値がお

る。しかし新繕旅行には不向きかも知れない。

（Ｍ３木戸靖彦）

宇
亀

忙しく学内をあちこち歩きまわっている時

秋のすきとおるような青空を悪あげた時

お碗の中の豚肉をはしでつき難あげた時

そんな時ふと耐の島を思いだします

診縦は熱研としてやれ為だけの鞭はした様

に感じる。もっとも専ら予診に関わっていた

ので診察室や検査室でどうだったかは担当の

先生方や添識姉さん同僚の学生諸氏の鵬にお

任せする。

受診に来た人倉の数は砿か三日目が二百数

十人で最高であったが、この日はいつも比較

的早く済んでいた予診の方も午後五時までひ

っきりなしにやって来る土地の人々のためい

い加減物を言うのも止めたい程であった。一

殻に予診を取った感じでは、受診者は物怯じ

することも少く比較的訴えをはっきり説明し

て呉れたけれども、疾忠に対する常臓的な知

織がかなりあやふやで甚だしい例には本土で

は誰もが知っていそうな疾患名さえ知らない

人も居て、既往症を訴くたびに廻りくどい脱

明を繰り返さねばならず、無さと統☆とつめ

がける人友を確かめては、吐息をついた。栄

養状態の劣る事は確かな様で三十才な過ぎた

婦人は五十才な越えていお感を与え改めてカ

ルテを見て始めてふうむとうならざるを秘な

かった。

ハイテイーンから二-１－代の男女の受診者は

明らかに少数であり、獄垣,1MIの蕊しい峨色も

若者を引き止めるに味無力で、短期Ilfl肪胤す

る者にとっての私意味があるのだと言う風

に解釈した。実際に産業そのものが若者を必

嬰としないのか、勝渚の方℃Ilmな柿らめて沖

細木勘や更には本土へ出て行ってし常うのか

は、診療団の一員として以上の関心を殆んど

待っていなかった自分には分らない。↑111細冊

胤の政治的位世については、；E噸胤では一人

の森い眼の人間にも会わなかったので港える

酬は少<、那靭に居た前後の数日間の雛、こ

こは米国の笹糾下にあるのだと時た説感じ為

》
生

が
』

十六夜の月が水に形うつす時

Ｗぃ風船大きくふくらましていぁ時

赤い顔を友にニヤニヤ詮られる時

そんな時なんとたく懐しい南の島です

一 Ｚ ５ －



そんな南の島へ行った様な気がします

速い遠い昔恐たいです

（Ｍ呂福竃淳一郎）

ラジオの台風儲報な側き流す時

jz』なれ永い切手の便りを手にした時

貝がら片手でもてあそんでいる時

そんな時なんだか遠い南の島です

もう一腿行きたい？うん、行きたい

きつかった？うん、でも若いからな、

素足で歩いた浜辺、ハブのでるという草むら、

沼につかった水牛

パインと踊りと蛇皮線と
》
》
ｆ
『

船を待っている時、私は伊原間へ来為何カ月

も前から思って'‘,た間脳が頭に浮かんで、ふ

と悲しい嫌なわびしい様な気持になった。〃

私はいったいここで何なしたのだろう。毎日

朝から晩までハルンコツプ代用のジャムやケ

チャップの瓶を指さしては「尿茜ここまで入

れて来て下さい」そして尿を調べる。それの

繰り返し、おかげで皆んなからＤｒ・Ｈａｍと

あだ名を頂いた。でもＭ２の私にとって出来

為とと肱これ位だ。まあこれはいい。だが私

達が去ってし堂えば伊原間には又医者がいな

くなって元通りになってし蕊うｏ果してこれ

でいいのだろうか。村の人は大変喜こんで送

別会を持ってくれた。私述も一人一人出来る

限りの努力をして全力を尽くした。来て良か

った…これは無医村診疲団がよく云うセリ、

フだ。これで唯いけ瑚.い太んとかしなければ

。〃

この問題は今もなお私にとって何の解決もな

されていない。無医村診療の意義について考

え、むしろ疑問視すぁ時、「来年も是非来て

下さい。村の者は大変軽こんでいます。燭僧

とも来て下さい。満願いします。」.と云って

私に頭をペコペコ下げたある村長さんを思い

出し、又もやどうしていいのかわからなくな

ってしまう。

伊原間を思う時もう一つ忘れられないものが

あぁ。それは村の衛生符理をしている大城さ

んに会ったこと。彼女肱、，医者のいない伊原

間の云わば〃よろず屋〃さんである。私とた

いして差がない嬉令なのに、ものすごくしっ

かりしていてファイト.に満ちて仕事をしてい

る。「こんな所にいて家に帰りたくなりませ

んか。」と云う私の問いに「私は仕事がとっ

ても楽しいんです”一年毎に医老が変あので

秋の野にススキが美しく風にそよぎ、朝夕肌

に寒さを覚える今、南国の太陽が照りつけて

いた伊原間は、まるで瀞のようだ。煩しい世

間から全く離れた孤島での十日間今となって

ば本当に幸せな日煮だった。昼の伊原間は、

ギラギラと童ぶしい緑の瀞の海、白い波、黄

色やブルーの熱帯魚、甘い香りを風に漂わせ

るパイナップル、真っ赤な花と緑の菜っぽの

ハイビスカス。夜の伊原間は、その日の仕事

もすべて終り蛇皮線のもの悲しい音がどこか

らともなく聞えてくぁ夜の十時か十一時頃、

海に行く、私達以外雛もい鋲ただ波の音だ
。Ｊ

けが聞えてくる。砂の上に大の字になり空を

見上げると大小の無数の星銀河がある。じ

っと見ているとスーツと星が流れる。潮さい

が聞える。又星が流れる。自分の体が自然の

中に溶けこんでしまいそうな気がする。一日

のうちにこんな紫鯖らしい時が過ごせたら私

はこんな無医村に一生をささげてもいいのだ

が層｡…、八日間の診療も無事終え那瑚への

産
角

而
ｅ
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者

１柵''1紺乱

物体一個

(班２関宗塗〕

船中、船の別れ眺悲しく切ないもの、ロマ

ンティックな一面を持つと自負している彼は

、荷物を運び込むなり、一人感絢にひたろう

と、甲板に飛出しだ。やがて、テープな持つ

手がくたびれ、お互に何だか気設ずくなった

頃、船は岸壁を離れる。テープが風に乱れ舞

い、水而を色どる。陸が遠くがす熟、薄暗い

帳の'1'に$燈台の光がキうめくもしがし彼

の心には何の磁冊も初いて来ず$大いに失望

す。

砕けゆく波を見ながら考えた。聖うとう来

てし寵つた。内而的挫折が多くあったが、と

うとう来てしまった（〉も睦や熱研という怪物

に捕られ、決して逃為架の出来祇いあわれな

,l学になってしまったのを感じる。仕方ない

、後は全力をつくすの難だ。波間に漂う藻を

見て俺の人生とはこんなものだろうと、ふっ

と彼唯考える。

謡れない、皆のゲンナリした顔が見れると

恵んでいたのに、大いに失望す６わずかの望鍬

を帰りの船にたくす。そして彼の望みは多少

かなえられたのであった。

飛魚、船の上より初めて飛魚なる魚を見た勧

尾ピレで水を叩いて、水而すれすれに飛ぶ、

もっと高く飛ぶものと思っていたので少し失

望す。メダカ基たいに小さいの堂で飛んでい

る。全くなだいきな魚である。

石垣島、暑い、然い、太腸が頭の爽上にある

。五分も歩いていたら、道が左右に揺れて来

た。思わず頭に手をやる。すっかり熱くなっ

ている。これ以上いかれては大変とポージ左

一
》

ここの人はかわいそうです。村の人は非梢に

よくしてくれあので私も一生懸命しています

。」按女識特のアクセントでこう云った。な

んの娯楽もない孤島でしかもまだ若いのにた

った－入で仕淑に励んでいあ人、私憾鯖きと

同時に尊敬の､念で鯛がいっぽいになった。前

に伊原間確素鯖しいと云ったがくあれは忙し

かったけれど生活がかかっていない十|､l間の

伊原尚だったからだろうと思う。直接生活が

かかっていて彼女の様に云えるだろうか。そ

れは疑わしい。無医村に気をひかれながら種

点の欲望を捨てきれそうにない私にとって彼

女の存在を知ったことは、本当に大いなる収

穫であった様に思う。彼女と色凌なことにつ

いて話したかったけれど、多忙のあだりその

チャンスを得られたがったのは非常に心残り

で- ず 。 （Ｍ２角甑克子）

怠け

競看と瞳喋の中

虚勢と不信の中

今にもつぶれ、たたきのめされ、うちく

だかれてしま-いそうな．…｡．…

誰からも逃げ

毒かに助けを求め

必死にウIコウロと．

出口を求めてウロウ画と

そして溜息一つ、

固＝

印
画

また朝

ねむたげに眼惹あけ

うつるに眼をあけ

欠伸を一つ・

虚勢と沈黙の世界へ
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安、あせり、エトセトラ。何気なく落した一

滴に尿が白濁する。心臓がドツキリ、もう一

度小さい目を大きくして見る。.確かに濁って

いる。思わずこ熟上げてくる笑を咳殺すｂ震

が醜く歪む。煮沸、消えない。彼は大いに満

足しておもむろにカルテに（++)と書込む。

これこそ検査者の生甲斐である｡、

帰りの船中、砕けゆく波を見ながら考えた。

何故か、彼はさ黙しく、悲しかった。心はう

つるで何か満たされないものを感じた。しか

しそれが何であるか、彼に健解らなかった。

（Ｍ２瀬を顕）

間ぃ込む。冷房のあるのは、何塀かの喫茶府

とパチンコ店の縄、当然より生産的な後者に

入る。面白いほど出る。ドルを稼いで意気場

だと引上げる。後日、彼はまた、ノコノコ出

かけて行ったのであ論。そして大いにイカし

たのであった｡

ツマベニチヨウ、幼少の頃よりの憧の蝶、夢

に龍で見た心の恋人、英赤なハイビスカスを

訪れるツマベニチヨウ、磁激の対而、苦労し

て来た甲斐があった。しかし次の瞬間、彼の

冷誌無慈悲な手は、その上にネットをかぶせ

たのであった。そして今、その錐は、彼の下

宿の片す詮の、標本箱の中で、美しい姿を保

ちながら永遠の眠りについているのである。

海岸ではるか遠方にオオゴマダラの優雅なる

姿を見つける。この暑い中を走って行くべき

か、行かさるべきか、おまけに足は怪我をし

てる等と考える暇もあらばこそ、脱兎のごと

く駆け出す。途中でツツカケを投げ出し彼は

走る…｡｡。ネットを振為、左に右に、上に

下に、思わずパシツという手ごたえ、あわれ

蝶確真二つ、ただ羽のみが南国の太陽を浴び

て上ラヒラ舞い下りた。涙と汗に滞れて呆然

と立たずむ彼、汗が足もとに流れ落ち、何故

か太陽がポぷしかった。

診療、尿の:険識を受けもつ。雌少学年の由、

長く苦しい下積生活が始まる。最初の服者が

来る。コップを波す。尿なとって来為。デス

テーブをつける。一分||:ｌｉ時肘を晩む。変化ｵI：

Ｌ･尿を試験管にとり、、撫を二、三浦、試

薬を落す。変化なし、陰性である。次の鵬者

が来る。同様の珊がくり返され為。険性、次

も陰性｡｡…次蝿に彼の柔和な顔にあせりの

色が浮ぶ。・やり方はこれでよいか、試薬は、

先潅に聞いたり、本を､ひっくり返したり、不

。
〕

〃これお願いします。〃心の中ではもういい

かげんにしてくれと思いながらも、〃ぱい、

お名前は、では異常がありましたら後ほど公

論の方からお知らせします。〃とうら雑らな

言葉が出る。こんなに苦をしく思っているの

ば別にこの,仕事がいやだかちでば少しもない

のだ。気温は高いが、湿産は低く快ちよい

風が吹き抜ける。この伊原間中学校の数室の

角の少しばかり空気のこもった場所に座わっ

て、顕微鏡をもう大分見ているのに、少庵土

地の人には悪いが、意に反して寄生虫卵を見

つけ為ことが出来ぬからなのである。それに

あの喚気をかいでいるといくら穏やかさをも

って自称する私も少向いらいらしてくるし、

それに述日ＩＤ検在で月はちらついてくるので

ああ。正雌鳥の伊原間に夏期無医村診旅に来

て数日たつがまったく一月も毎日朝から晩ま

で働き回わったような気がする。我友は耳を

切ったり腕に突き刺したりするの難でまだ寵

だ先生方に比べれば難なはずであるし、若い

から元気であるべきだのに、かくもくたびれ

るとは。思いも、当然思いもしなかった。

》
患

魂
Ｆ
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毒

それにしても南国の自然肱美しぃ。脅衆と絵

画が香りと共に標よう。伊原間の海味暖かい

太陽のひざもとで、あおむけになって海に浮

かぶとサンゴ礁にたたきつける波が還くから

ひびく。サンゴの上に立つと小魚は足なつつ

く｡､海の中は青黄赤輔ネオンサインの林だ。

少為海底近くまで潜るとサンゴの小枝の中に

小魚は花びらのごとく集りたわむれていあ。

海は職み、遠くまで見える。緑と帝のカンテ

ンを思い出した。サンゴは、もしも赤いサン

ゴをひろったら君にあげようとかなんと力、

残念ながら海岸は白い棒のようなサンゴだけ

白い。一行のだれ一人このような白い顔の人

はいない。サンゴの砂は美しい白くさらさら

して海の香と南海の青色の香が漂よって、恋

が芽生える。色を表現するに確私の語いの不

足をなげくにすぎない。余りに美しくかくの

ごとき魚を食べよう．とは思いもよらぬ。昔な

あんな色の魚を画いたつけなあｏ夜の間あの

きれいな色はきっと月の光で染められてるん

だ。伊原間には又いろんな動植物がある。パ

イン、サトウキビ、バナナ、パパイヤ等女。

パインの畑ば小高い岡を昇り下りくまなくネ

ズミが走りまわれる程きちんと耕やされてい

る。小さいパイン、大きいパインネズミにか

じられたパインカ§は為か彼方まで香りを漂わ

す。パインを一杯に澱んだトラックは砂煙を

あげて走る。砂煙に混じってパインの香りを

いつまでも残す。じゃりじゃりした香りでは

ない。甘いフルーツの香りだ。バインユ個５

c､バナナば１本村の中にある。風に吹かれて

ゆさゆさして、青い幹と同じ色のバナナが一

房ゆ奴ている。バナナの香りは漂わず、その

向うの茅葺の小屋の難が印象的だ。ガジマロ

は天をおおう。根っこ砿土の中にあるのか空

I|:'にあ為のか解らない｡．lにれでブランコな

作ったと走人が言っていた。濃い緑の日蔭は

快良い風が吹き抜け幹の中にはアマン（やど

かり）の親玉が巣食っている。この木の下で

伊原'1W畑従の日山羊が一匹断末脈と共に典凧

に焼けこげ我'1fの食卓に供されたのでガジマ

ロは山羊の臭いがする。パパイヤは青いうら

なりひょうたんだ。緑のひょうたんが瀞ぃ空

に浮かんでいる。食べたかったなあ－。ハイ

ビスカスの赤い花は太賜が移り住んでいるの

か。庭の垣根の赤いあの大きな花びらは太陽

の輝き以上に光っている。ナース途の白いIi1fl

子につければさぞ美しかるう。君･間述うｵ(§よ

花がだよ･この花に妹謹紅蝶が集まる。赤い

花に白い大きな花びらがデートにやってくる

。ここには南国の夏の愛の番が漂よう。伊原

間ではハイビスカスに妻紅雛が来るが、沖細

本島の南部戦跡でば、太平洋戦争のあの激烈

な砲火の下に、命を断った人との霊をなく．さ

めるがごとく、白くやさしく錬っている。断

墜の上からはるか太平洋の水平線をながめて

その中空に舞う蝶は心に涙を標よわす。二週

間もの短かい間だが土地の人左に非常に藩ば

れたことはたいしたこともしなかった私でさ

え非常に喜ばしい。本土からユ５００キロも

南方でいい経験をしたと思う。それにしても

中学校の教室の壁新聞の一画を今もって脳裏

に思い出す。

「日本と月とばどつちが迷いだろう。」「日

本の方が速いさ。月は見えるけど日本は見え

ぬ もの。」（Ｍ２玉田雌一郎）
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〃浮かび来る(柔かの菅き魚

静かなるその燐光と……｡…・〃

太陽の光渉キラリ、キラリと射しこんで来
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沖縄石垣島診娠班に参加して

大勢の人に見送られて、博多駅を出発し、

鹿児島に到芳して帰りつくまでの、あわただ

しかった事。

本当に、あれよ、あれよ、という間に過ぎ

去ってしまった沖縄石蝋,l棚診縦班に参加した

２０剛H1であった。

出発する前に〃風土綱とのたたかい〃を航

んで、ハブ咳傷の予防のため長ぐつを持ち、

用心棒を持って、又、風土病としてのフイラ

荷物を迎び、診振に加わって来たこともウソ

象たいに思えてならない。

計画して行った事も診療に追われて、実行

しないままに帰って来てしまったし、ユ週間

の診療期間は日程を無砺に終えたものの、毎

日遠くから診療を受けに来た脇の人述が果し

て、満足して帰ったかどうか、忙しさにとり

玄ぎれてつい、私逮の態庇もつっけんどんに

なってしまったので味なかったかと、今にな

､って色人と反省させＩうれ為。医縦に忠まれね

人盗がユ回きりの診縦で放り出されあことな

く、明るい自然の中で一胴健康な毎日が送れ

る,ｋうに、このような鯵擁が綴けて行なわれ

るととな離熟たい。

ともあれ、覆垣島の診療に参加した小は私

に数多くのものを残してくれたようである。

濃く、深い色をした海.､緑と稚のそれぞれ

の濃淡で色の帯を作った明恥い海、伊朋Ⅷの

山の緑と空のコントラユトの鮮かさ、〃やせ

る思い〃なした診旅、そしてその合間にのど

をうるおしてくれたとりたてのパインの味も

悪んな忘れられないものばかりである。

(福岡県立公衆衛生諭腰学校

消水由美子）

為海の中を泳いでいるうちに、その海の深い

色が氷つかり体中に染まってしずつたような

あおい小さた魚を思い浮かべると、石垣島で

過した日為が再び心の中に広がり始透る。

波もなく、月の卸きも明るい快適な船旅の

館一夜を過した次の朝、目の中にとびこんで

来た海の色はたとえようもなく美しい。その

旗<深い色はまさに南の海である。とびうお

が水の上にいくつもいくつも輪を描きながら

iW雌していく様は、いつまで見ていても飽き

る事がない。あとに残った波紋の美しさに見

とれてしをうのである。

見渡す限り、広がっている海の色に加えて

空のＷさと、白い黙のまぶしさは一隅南の海

を脳じさせ、〃海は広いな、大きいな〃と歌

いたくなってくる。そして鉛に続く伊原間へ

のでこ偲こ逆は、ハイピメカスの赤い花と、

そばを通ると車の中に蛍で漂って来る甘いパ

インのにおいが南の島を感じさせる。月が上

り始めると月の影がいくつも連なり、海の上

に黄色い帯ができる。ガタガタと車に揺られ

承がらながめているとその上を月まで歩いて

行けそうな気がしてくる。

まわりに見える自然の美しさが余りにも印

象深く、石垣島の暑さ、診療期間中の忙しさ

きつさは片す聡に押しやられてし龍う°２週

間余りの日記にもパスが着く度につめかける

恩者さんに診撮室と処畷室や受付の間を行っ

たり来たり、昼食が３時になる程忙しかった

診療の顎よりも、回りの海や空や緑の美しさ

とその中に遊んだ時の楽しさばかりが残って

いあ。２ケ月過ぎた今、思い返して熟るとな

んとたく夢の中のできごとででもあったかの

,にうである。Ｂ週間が余りにもあわただしく

過ぎてし窪つたせい力、船の旅を承れて重い
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勘から那珊港間の航海には、全く術めつけら

れた。ひどいローノゾ･ピッチングで青い顔を

して枕にしが急つき、生きた心地の1.ない数

時間であった。塵に上ってからも、ゆらりゆ

らりと揺れている様で、無待の悪い蝋といつ

たらなかった。

以上の様な墓ばかり書いて来たの乙何を

しに行ったのかと疑問を起させそうであるが

数多くの批正ｵに体験があったと思う‘，

この期間を通じて、チームワークの承要性

について痛感させられた。何班瀧やるにも、

唯個人の段の力では何1）できない。特にこの

診縦団の目的の一つであった衛生教育という

班においてば、尚更である。健康を保持増進

させるには、専門家だけでなくあらゆる人ム

の一致協力が必要であろう。

この様な樹重な体験を今後の生活・学校等

に生かし、健康な社会人になれ為,隙努力して

いきたいと思う。

（棉岡娘立公衆衛生渚縦学校

野口和枝）
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リア多発地である沖細なので、写爽でよく見

られる大き瀧、咽裂のはいった足、象皮症や

フィラリア診断の為の真夜中採Iiil、検鏡での

原虫の検出、等食の期待は見事にばずれ、ハ

ブにばお目にかかる小ができず､検鈍では、

便の中に蟻虫を一度のぞかせてもらったきり

であった。

農作物についても、どの様なあずらしいも

のを食してい；るのか、興味深六であったが、

市内の市場に行って驚いた。内地と全く変り

ぱえがない。勿：称どうがん、えんさいと、

あずらしい叫菜が２～s称あったが。

診擬の為の会鋤中学校をかりて、会場造り

をしながら、患者ほ多く来てもらった方が働

きがいがある、等とはりきっていた渉、イザ

本番となると、〃さばけど、さばけど、人波

は、はるかか次た〃は、少ムオーバーである

が、これといくぶん似かよった現襲が続き、

皆グロッキー気味であった。

この期間中もつとも鮮明に残っているのは

やはり南国独特のすばらしい海である。

昼の海夕燕の海、晩の海、とそれぞれに

異ったカラーと名だのカラーに遊銚ｃｈした波

のとどろきとをかもし出していて、自然の音

楽に陶酔させられた。

伊原間洲在中、夜哩る前には、いつも、明

日こそは早く起きて海を眺めに貝がらをひろ

い淀と期待をかけて休んではいたが、昼間の

過労？のせいか唯の一度も、念願が果されず

今思っても、城に無念である。きっと一生思

いつづけるであろう｡・・

この様にして眺めるだけの海は、何時間で

ムあ,きがこ洗いが、この海の上を走鞠船１と

なると、いかんともしょうがない。

’1行きば良い良い州り唯何とや南Ⅱで禰迩
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また夜の海は静かだった。砂浜に寝i膿んで

仰ぐ星空、星のまたふきは見事なもので卿冊

とでも言うか、何とも形容し難い夜空の美し

さ。そして取立てのパイナップルは車で工場

に運ばれて行く。その車と行交う毎に香りだ

けが残されていく。今ではパイナップルの鼻

につくのを感じた頃が懐しく、あの新鮮な香

りが心残りである。自然が一杯の思い出の南

の国に今一庇是非行きたいものでああ。

ここに、思いの蛍まに繰った俳句を響いて鍬

た･

那覇港に出迎え多き日傘かな

夏胴の下に髪なぐ石垣を

石垣の島を真近にリュック背う

級友の出迎え仰ぐ日焼かな・

（県立公衆術生看護学校

吉田美枝子）

沖細診療団に参加して

典亙の太陽しかも南国の日差し繊強く‘髄ぷ

しかった。今日祖国復帰で盛んに問題になっ

ている沖緬に、夏休悪をかけて、またとは出

来そうにもない大変にいい勉強をして来た。

九州大学医学部熱帯医学研究会沖縄診療団に

我県立公衆衛生看護学校からナース兼保健婦

学生として我女４名は参加した。医学生の諸

氏は私逃を大班快く迎えて入れてくれ覇先ず

打ち合わせから始まり、毎週の部会にも欠か

さず出席させてもらった。私達も学校、級友

等の期待にこたえるよう頑張らねばならぬと

決心｡しかし思っていた様に総て聯がスムー

スに遮んだ:}つけでばない。衛生教育の計両も

実際に於いては、患者が多く診療に追われた

瓢その他いろいろ多方面からの隙審もあり

計函通りにはいかなかったが、各疾服に対す

る食餌指導、生活指導等のパンフレット作成

、映写会のためのフイルム、スライド集め等

に奮闘した甲斐ば少なからずあった躯と思う

。総務左始め医学生諸氏は災に親切で私逮の

仕馴にも大変協力をして下さった。振返って

悪ると現地での診療のためのこの様な準備期

間は長くしかも大変め玄ぐるしく忙しい毎日

だったように思う。診療姻間も又、目の回る

ような忙しさで住民には喜ばれながらも８日

間と言う日女は夢中のうちに過ぎて行った。

鯵縦の疲れ出て昼寝かな

島から述く彼方にはサンゴ猟に''1ぃ波が排

け散っているかの如く見え、あのエメラルド

色の海は実に素濡しい眺めであった。仏そう

華の花は、あの寮ばゆいばかりの太陽に負け

じと爽紅の花弁をつけ競い立ち、自然手を伸

ばしたくなるような垣根が続いていた。

思い出のハイビスカスの日除かな

マ
ロ
ニ
径

F一

伊 原間たより

沖総診療団の皆様

伊原間診療から、早－ケ月も経ちました。

団長先生ぉはじめ、皆様方に味すっかり診擁

疲れはとれ鷲したでしょうか。猛暑の中で、

息つくひ童もなく忙殺された八日間の無料診

蕊峰んとうにお疲れ様でした。

皆様方に味、'肌れない土地と気候もその他と

の闘いで大変な毎日だったことでしょう。

不備な受入体制と、又、浅い経験による私の

不十分な準倫の中で、住民の満足に価する親

切丁寧た診療をしていただいたことを深く感

謝申し上げます。

ほんとうにありがとうございました。

へ伊原間俳、尚続く猛暑のあいまに、合

？
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学校は‘再び、にぎやかになろうとしていますも

しかし、皆様方のあの宿泊所に再び灯のつく

のはいつのことか｡。。。。

けれども:１．９７０年度を目標に沖縄で唯一の

政府立大学に新たに医学部般紐の問題が具体

的な計画として進められている現在、きっと

近い将来、伊原間にも医師の砿保ができ、宿

泊所だった医師官舎にも灯が卸くと同時に、

私たち住民が安心して働ける日のくあことを

信じています。その日のことを思うと楽しく

なります。

今回の診疲では、海を遠く離れた所からの

献鍬的な御計面、ほんとうにありがとうござ

い堂した。

尚、これを稜会に、今後とも、親睦を深め

ると同時に御指導をよろしくお願い申し上げ

ます。

鎧後に、団長先生おぱじめ、診療団風の皆

様方の限りない御多幸をお祈り致し龍して、

遅ればせながら御礼の手紙に変えさせていた

だきます。

乱筆、乱文でごめん下さいま髭．

ユ９６，１１年８月８ｺL日

石垣市伊原INI雌在公涌

大城勝子

‐

ｰ

童

tＰ

逗
争
・
』 沖縄診療調査団御一同様

３
．

型

－ ４ ５ －

風月０号、舟ユ号と、台風シーズンを迎え水

がらも、パイン収挫の最盛期と械付に急がし

い毎日を送っています。

無医地区の不実不便さを日頃からいやと

いうほど味わっている住民にとって、今回の

診療は意義深かったと思います。

診療以来保健所集団事業のかたわら診縦調

後処理のための家庭訪問にかけづり回ってい

る私に「自分の仙服度をはっきりわかり安心

して働いてい為」．とか「元気なつもりが、や

はり病気をもっていると言われ、今はその治

療にはげんでいる」とか'~言われた通り鞘密

検査を受けて、どうもないと言われ、徹つと

した」とか、轡こびをかくせないとばかりに

「当日、いただいたお薬が効果があって今は

すっかり気分がいい」とかI~心配した皮薦病

が、いただいたllikjWでかゆ熟がとまり、すっ

かり消えた」などの診振に対する感鮒の気持

を住民から開かされる暁再び猛暑の中で闘

った皆棟に磁鮒せずにはいられないこのごろ

です。

同時に、「もう少しの朔間、経過観察をすれ

ば、どんなによかっただろう」「もつともつ

といるん加御相縦が必捜でばなかったか」と

思える方女と涌諮していると、短かい期間の

美料検診の問腿点とは別に、無医地区の宿命

というようたことを、ととさらに考えさせら

れたり致します。

日頃から、予防医学と治療医学がしっかり

と手を結んだ上で進められる公衆衛生顎業は

合理的で、又、住民への最良のサービスであ

ることを捕磁している私にとってせわしかっ

た診療の八日1mはほんとうに心強く、安心し

た毎Ｒでございだした。

九月を目の前に診療会場として使用された中
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九 州 電 力

福岡県・市医師会

竹中工務店

間，組

蔑田組

協擬。官公庁。団体。会社名

石写垣．・市

八砿山保健所

八龍山病院

伊原尚部落

博多港運

琉球民政府

琉球政府厚生局

沖侭医師会

八重山医師会

八重山地方庁

琉球海運

九大同窓会沖縄支部（九大会）

琉球新報社

西日本新聞民生事業団
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明治乳業

森下仁丹

森下製飛

山之内製蕊

大日本製薬

大 鵬 薬 品

武田薬品

田 辺 製 蕊

中外製薬

東亜栄養工業

鳥居薬品

日本化・学

日 本新薬

日本へキスト

パークデーピス

アメリカシエーリ

エ一ザゴ

大塚．裂．薬

小野薬品

科研莱化工業

協和醗酵

興和新薬

三共

塩野羨

第一製薬
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通

あとが．き

昨年の熱帯医学研究会八亜山群島調査団の報告に基づき、

我友が診療団派遺を計画して約一年。時に嫁計画の変更も余

儀なくされ、遅れがちの郵便に悩まされながらも多くの学内

・外開係者各位の御協力、御援助を賜って、７月やつと診療

団派造にまでこぎつけました。

小林団長のもと、医師会名、研・修生２名、学生ユ２名、公

添学生生名の一行ｚｚ名妹菰友の困難にもめげず無事にその

務溌>を果して８月帰福し寵した。診療に際して妹、数多くの

現地の方々、特に我為と労を伴にして頂いた公看の大城さん

味じあ部落会長さん、婦人会長さん、青年会長さん、我庵の

食事を作っていただいた松堂さん、武松さん、名前をあげれ

ば数限りない方女の御協力があったれぱこそと深く感謝して

おります。短期間の事で充分な診療もできない状態でばあり

蛍すが、今後も少しでも沖緬の人友のお役に立てればと思っ

ています。

田司

グー

毎
＄
〃

く報告審ができあがりました。

しでも参譜になれば幸いと思いま

（ユ９６７．ユ２．２０）

遅くなり寵したがようや

沖細の医旅状態について少

す。
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